
たな卸しシート
平成22年(2010年) 10 日(日) 1 1 :05-12:25　　　第2会場

施策名:行政情報の提供

新たな市民参加

の推進

の推進

テーマ:市民参加･参画の今後のあり方

(広聴業務､パブリック･コメント制度)

担当課(室) :広報広聴課 担当者:長坂
ll l 1.施策の展開に向けた誠 l ll ��肱について 

(1)施策の使命 剴�ｭ的確に､タイムリ_に届けるO EにLiGbL誓三悪芸三湖への市民参加を促進する○ 

芸琴鞘 剏ｻ在の資源配分の考え方 Eほ胤物的資源は少ないo 

l 婿4丿ﾘ,唏5�488�8ｨ�ｸ,�<ﾘ*�.�+�,h*｢ﾈ�9j����,ﾉ�9��,�,(,��,�.h,�,Bﾈ+8.x,�/�ｹ�+x.��饑�.��9j�,亊i�8/�鰄,�,H.�.x*"�転いった好循環につながるo 

2.テーマにつ

(1)現状(取組内容)

市の広報広聴業務に関する

そのうち､ ｢市民の声｣, ｢意

については,別紙2参無｡

① ｢市民の声｣

市民から投書箱やホーム

答するはか､

｢市民の声｣)

寄せられる意見には､公

ビスへの指摘､さらには)

が現状であるo公園･道

のつど改善に向け努力を

②意見公募手続

意見公募手続は､市の

て､事前にその案を公表

くもの｡

平成16年度から要綱

るため,条例化を図った｡ ≡

新千里出張所､各担当課窓

のみ掲載｡ (条例の概要は

的な事業内容は,別紙1 ｢平成21年度の事業概要｣のとおり｡

については以下も参照｡出前講座の過去3年間の実績

ジ等で寄せられる意見や要望等に､そのつど市の考え方を回
-ムページで公表している｡ (処理の流れや件数等は別紙3

道路等の維持･修繕等に関することや市の各種市民向けサー

人への誹藷･中傷も含め､多種多様なものが混在しているの

…持･修繕等は,直ちに現場確認のうえ対応しているはか,

各担当課はその指摘を契機にミーティングを行うなど､そ

的な制度や事項を定める計画や条例案などを定めるにあたっ

く意見を募り,その意見を計画や条例案などに反映させてい

て実施｡平成21年度からは今後とも制度を安定的に運用す

こあたってはホームページのほか､市政情報コーナー､庄内･

その案を見てもらえるようにしている｡広報誌では実施案内

4,過去の実績等は別紙5参照)

(2)問題点･課題

① ｢市民の声｣

制度や手続方法､事業

しては､制度等そのものが

下, ｢制度等｣という｡)への見直しや改善を求める指摘に関

等や財政状況の制約を受けるほか､さまざまな関係機関等と

i-昌一/
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にくい｡情事艮の不足による

また､市民から寄せられ

だけである｡各部局に直

②意見公募手続

現状では､平成21年度

9.4人､平成19年度は7.1

提出者がなかったか一桁に

件､平成20年度は実施13

その要因として,案件のテ

の対象が市の各分野の基

理解にかなりの労力を要

約した概要版などを同時

りもしている｡

がほとんどだけに,ただちに意見の反映にまではつながり

側の誤解もある｡

等で,全庁的に共有できているのは,本課が把握するもの

れる市民からの意見は全庁的に共有できていない｡

提出者数は1案件あたり平均5.7人,平成20年度は平均

と多いとは言えないo　しかも案件によってばらつきが大きく､

まっている案件は､平成21年度では実施した9件のうち8

うち10件､平成19年度は実施16件のうち14件にのぼる｡

によって市民の関心に大きな差があることや,意見公募手続

や条例,規則など､質や量にボリュームがあることが多く､

ことなどが推測される｡それに対しては､できる限り内容を要

するようにしたり,募集期間中に地域での説明会を実施した

(3)テーマにかかわる構成事

各部局が､意見公募手続

民説明会,市民アンケート

意見公募手続以外の手法に

容に応じて,各部局が判断

に関する他部局､他セクターの類似事業

かにも､計画等の策定過程の各段階で､ワークショップや市

三の手法を行い,市民からの意見を聴く機会を確保している｡

1ては､どの段階でどういった手法を採用するかは,計画等の内

いる｡

(4)他自治体での取組状況

堺市　各部局に寄せられた

大阪府　クイックリサーチ

展開しようとする
-卜を行うもの｡

の声｣を各部局が直接データベースシステムに入力し,共有化｡

おおさかQネット｣

について,モニター(2,000人程度)にインターネットでアンケ

3.今後の施策展開の考 (～平成25年度当初まで)

(1)テーマについての3年後lld瀞成25年度当初)のあるべき姿

① ｢市民の声｣

少しでも今以上に､市

る限り制度等の案が確定

要がある｡そのためには

だけではなく､適宜市か

いく｡

②意見公募手続

意見公募手続の制度自

しているため､計画等の

ムがあるのはやむを得ない

きく改善すべき点があるも

計画等の発案から完成を

加手法のうち最終段階の意

るよりも､むしろ計画等の

については実施前に市民カ

とともに､実施結果につい

せられる意見などを制度等に活かしていくためには､でき

:でに､制度案などの情報を市民に伝え､意見を求めていく必

のように単に意見をのべる媒体を用意しているだけの受け身

を設定するなど､意見をいただく機会を能動的に確保して

出された意見を考慮して最終の意思決定を行うことを想定

ものを公表する必要があり､その質や量にポリュ-

賢思決定までの最後の市民参加手法として､制度設計自体に大

E=票芸慧まな段階で実施しているさまざまな市民参
募手続だけを取り出して､単体でその必要性や効果を検討す

51ら完成までのプロセス全体を一つにとらえ､主要な計画等

した手法の一覧を閲覧できるようにし市民参加を促進する

まとめて公表できるようにしていく必要がある｡ (意見公募

2:A-と



たな卸しシ⊥ト
手続については, の実施予定と結果一覧を公表している｡)

(2) (i)のあるべき姿に向W;

;≦≡≡≡≡三三i一三琶-

r

l

l

市の主要な計画等につ;ら

施しせいるさまざまな再

3年間の取組(具体的,簡潔に)

ンケ-トや意見募集などの手法を検討する｡

発案から完成にいたるまでのそれぞれの段階で､各部局が実

口手法の把握や一覧の公表に向けての検討が必要となる｡

(3) 2■-(2)の問題点･課題

① ｢市民の声｣
l

上声(1) ①参軌

②意見公募手続l
l

上記(i) (診参照｡

替決の方法

(4) 2…-(3)にかかる事業∃

①｢申民の声｣ ;

これまでは､主に広報｣
l

としてきたが､これ以列
l

る｡これらの意見の集約

≡ I.I-3 ,IIil=-if三-::,ff1- ,-:;三三
l

そう庁内の制度等の企画
l

そ?ためには,日々各弓

か検討する必要がある｡

のよくある問合せ

え方(他部局や他セクターとの連携等も含めて)

恵練が所管する市ホームページや投書箱に寄せられる意見を対象

招B局には日々さまざまな意見や要望等が直接寄せられてい

となる｡直接各部局に寄せられている意見は､おおむね有形

i度等に活かされているものと思われるが,これらの意見や要

部局間をはじめ庁内で共有化することができれば,よりいっ

に活かし,市民の利便性向上につなげられるのではないか｡

寄せられる意見を関係部局が共有できる仕組みが可能かどう

した仕組みは, ｢市民の声｣の集約だけにとどまらず､窓口部

などにも活用できるのではないか｡

ゝ-レ3



たな卸しシート
平成22年(2010年) 10 1日(日) ll :05-12:25　　　第2会場

施策名:行政情報の提供

新たな市民参加

の推進

の推進

テーマ:市民参加･参画の今後のあり方

(広報業務)

担当課(塞) :広報広聴課 担当者:長坂

..h策の展開に向け串貼こついて 

(1)施策の使命 

(2)施策の使命を達成するた �(ﾋｸﾝﾘ,ﾈ��ﾋ僭ｩZｨ,ﾈﾖﾈ*i_ｲ�

広報業務に関して臥広報郡 とんどを配分している. 剄L報番組の制作,報道機関への情報提供に,人的.物的資源のは 

(3)テーマと施策との関係 必要な行政情報を分かりl 凾ｭ的確に,タイムリーに届けることが市民参加の促進につなが 

三三三三‡三三 剌﨣�燻s民に関心を持ってもらいやすくなり,届きやすくな ○ 

2.テーマについての現' 鳴��� 

芸'0%完濫芸関する』を 劔的な事業内容は､別紙1｢平成21年度の事業概要｣のとおり○ 

声の広幸良､点字広報につい ･声の広報90分テープ1. ･点字広報B5版冊子毎月 鳴�J��儖ｩF佩ﾉ�驟Sfxﾇﾈｭ佗ﾈﾇﾉW萄+�GｩWｩmy�ﾙ'X�ｲ�

※いずれも,広報とよな ����>�vX/�K)��+X,H栗>��

(2)問題点.課題 市民参画を促進する観点か 情報であり､市の方針､施 編�萄唏�險ﾋ鞴�������

い場合も多いのではないか �5ﾒ�剏Dじている. 

(3)テーマにかかわる構成事 本課が管理している広報 範囲内でチラシ､冊子など 剪�

いては,各部局で市民説明 情報提供に努めているo 冤 刮ｮワークショップ､シンポジウムを開催するなど､策定過程の 

(4)他自治体での取組状況 冤 �� 

3.今後の施策展開の考且 鳴�i i(～平成25年度当初まで) 
(1)テーマについての3年後 市の方針､施策を理解. 芸芸デZJ富志も雲冨芸謁出 � 

ユーレ早
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の意見も事業に反映しや り､市民参加の促進の契機ともなる｡それによりさらに提供

もらいやすくなり､届きやすくなるといった好循環につなが

)のあるべき姿に向け

しようとする事業等古

施を-｡ 】

広報媒体だけでな…く
l

市民の関心を高める

3年間の取組(具体的､簡潔に)

いて,携帯電話などを活用した広報モニター等へのアンケ-

道機関等へのより積極的な情報提供に努め､多様な媒体等を

にする｡

(3) 2l-(2)の問題点･課題 決の方法

局が,計画等の策

い､市民が市政に

ミ連携して検討して

姿え方(他部局や他セクターとの連携等も含めて)

の各段階で､ワークショップや市民説明会などの手法を積極

きる機会を確保していく｡そうした機会等のPR方法を本課と

ユーレi''
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制度名･施策名

広報とよなか 

開始年度:昭和26年度(1951)

｢計的l

①市民生暗に役立つ行政情報や必要な情報,市民の自主的な括動
を読みやすく分かりやすく伝える｡
(参市民の行政への参加･参画を促す｡
③豊中への愛着を深め,郷土愛を育む｡
④市民と行政のコミュニケーションや信頼関係を深める｡

｢層｢~態l

①平成8年(1996) 5月号( 553号) , A4判に変更､アイレッ
ト仕様廃止｡

卜′

i

T同署変更市坪研
G､　<平成21年度(2009) >

書芸蒜字義孟宗弘諸芸謡警墨壷を掲軌

<平成20年度(2008) >

①コラム｢数字は語る｣ ｢健康豆知識｣を掲載｡

<平成19年度(2007) >

音響壷等芸こ訂宗姦警彩｣ ｢豊中の逸品｣を開始o

<平成18年度(2006) >

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

93,110,913円 涛"ﾃ#3�ﾃ�ベ冷�880,726円 

21年度決算内容 劔劔� 

<主な内訳> 

予算額 劍ﾈ亥ｨｧ｢�俚x処�2�� 

印刷製本 田"ﾃcs�ﾃ�38冷��62,088,018円 �583,815円 

企画編集垂託 ��Bﾃs�bﾃ���冷��14,716,800円 �0円 

宅配垂託 ��Rﾃs#"ﾃ#��冷��15,425,369円 �296,911円 

<経費> 
r広報とよなか｣単価ほか(金額はすべて税込) 

T9年度深算~ � ��
~21棚~ �"ﾓ�D�7以亥ｧ鈔�剩｣吋�7以亥｢ｲ� � 

平均月発行部数(那) �186,383 ��コﾃCS2���ィﾃ�Cb����2ﾃssR�

平均ページ数(へ〇一シナ) �48.00 鼎ゅ32�鼎ゅ32�鼎ゅ32�

印刷製本(円) 僉27.76 ��3�縱����#偵CR���#ゅsr�

企画編集垂託(円) 僉6,58 ��b緜����b緜b���b緜B�

宅配嚢託(円) 僉7.02 ��r��B���r��B���r��B�

合計(円) 僉41.36 ��ﾓCB�3b���C2��R���C"紊R�

l~貰~~ ~横~l

平成21年度　発行部数:　2,236,600部
ページ数:　　　　576ページ

二;'Lljr)二/



制度名･施策名

広報宅配委託 

ド

開始年度÷昭和58年慶一(t983

制度名･施策名

テレホンガイド(市役所窓口情報) 

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

15,722,280円 ��RﾃC#Rﾃ3c���296,911円 

l決算内容l

<1冊あたり単価>
(円､消費税抜き)

開~始年度丁平成す年度-fr a 9T)

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

821,100円 塔��ﾃCcX冷�19,635円 

l田　町l

ー市が行っているさまざまな施策･事業や公共施設などに関する情

一一一報を簡便にまとめ､一一一市民が利用する際の窓口などを分かりやすく

…
f　　　平成21年度(2009)環境部と合算入札0

6-　等鋸等蔑((22000063))驚翫語韻境部と合算入札し単価を大

t　　　　　　　　　幅削減｡

｣　等欝芸等豊沼33;亨芳獣管貴誌雷管詔註諾警開始｡
昭和59年度(1984)市内全域で宅配業者に広報刊行物の配布業務

を垂託｡
昭和58年度(1983)市民部実態調査係の廃止に伴い､庄内･新千

里地区で宅配開始｡

｢対.~~蘭~l

全世帯､全事業所

｢配布部数~~l

平成21年度決算:月平均184,034部(年間
平成20年度決算:月平均183,212部(年間
平成19年度決算:月平均181,843部(年間

1いれHIFH一tHrJ一nKPけnurB
立田虫zz立n

M仇叩　日付九日utH

1414518　002
7九甘利H WuU

tjZL　‖リ　=り
qH叩　W山叩　W山叩

l内　~容1

施策などを､相談の窓口､住民登録など20のコーナーに分類して
掲載｡一覧性を確保するため､各コーナーは1-2ページに収め
た｡また､検索性を高めるため､索引とインデックスを掲載して
いる｡

l対~~~~~家~l

転入者､希望者｡

l決算内容~~l

平成21年度来績　　@44.90円×17,000部×1.05- 801,465円

平成20年度来綬　　@42.30円×17,000部×1.05- 755,055円

平成19年度実績　　@42.50円×17,000部×1.05- 758,625円

l広告収入F

平成21年度
平成20年度
平成19年度

Eb眺験故llTI■　JltJJl lrt一

掲掲掲ををを枠枠枠
仙≠二廿且[廿IH

1 l　･'　-告告告広広広
ErJtE■ーnHLH-hHt

W池聖j:
00000nU

Ⅳ山叩担【汎叩nu1川Un川■川UnlU

(歳入金額
Ⅳ机叩Ln

4

(歳入金額472
(歳入金額472

pJ一川■nuEi　-

円円円
Ei<爪皿Ⅴ皿VtH VA ET血

=廿九一灯且同へ九
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開始年慶一｢平成せ年度-Er99 6)

広報広聴委員会 

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

39,297,300円 �3津#途ﾃ3��冷�0円 

｢蘭欝内容~ l

広報番組｢かたらいプラザ｣

一一一一制作委託料-⑳523,000×40本×1.05=21,966,000円(屋内収録分)

開始年度丁昭和516年度~(r9 8 r)

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

0円 ��冷�0円 

[亘⊂司

____機能的かつ効果的な広報広聴括動を行うためト各部局に｢広報広聴
委員会｣を設置｡市民からの意見･苦情などに基づく各種広聴活動一~ ~の連絡調整,並びに,広報誌をはじめあらゆる広報媒体への情報提

供に関守葛層種田謂匝計画百五第雫実施詞嘗嘗行う≡

放送料　　@30,000×365日×1.05=11,497,500円

｢骨1射

ケーブルテレビを活用して､行政情報や地域情報を映像で分かりや
すく市民に伝え,市民生活の向上と利便を図るとともに､市政への
理解と関心を高めることにより,市民の市政への参加･参画を促す｡

開
(訂広報番組『かたらいプラザ』
30分番組｡市政ニュース･特集･施設･学校紹介などのコーナ
ー構成o平成11年度から1週間毎に内容入膏, 1 E) 5回放送｡

全部で52本制作｡広報広聴課の職員がキャスターを務める｡
②お知らせ番組『豊中市からのお知らせ』
平成11年度から『かたらいプラザ』と合併｡フリップを使い､
次週行われる催し案内を担当課の職員が紹介｡

③人権啓発番組
放送後､ビデオ制作｡平成11年度から15年度まで人権5領域
(高齢者､男女共同参画､障害者､同和問題､在日外国人)の
啓発番組を制作｡

④その他
放送局の独自制作番組への支援として,各種の情報提供を随時
行うとともに､緊急情報を災害時などに文字放送する(危機管
理室､消防本部) ｡

｢履統状況l (平成22年7月釆現在)

加入世帯36,194 ,電障世帯等(無料) 94,534 ､計130,728世帯

接続率78.8%､加入率21.8% (母数166,000世帯)

I内~~~~容1

各部の広報･広聴体制を整備し,互いの連携を深めながら,市民
に対してより効果的な広報･広聴活動を展開するために開催する
もの｡

)各部広報広聴重責会q)開催　随時
■広報広聴要員説明会の開催　毎年2日間
■重点250人(うち主任23人)

[経~過~l

平成21年(2009) 4月:設置要綱を改正(広報広聴委員の業務を
より明確に位置づける) ｡広報広聴主任
会議(月1回)を随時開催に変更し､広報
広聴委員説明会を開催｡

平成7年(1995) 7月:広報と広聴の連携強化と､各部局との伝
達経路のシステム化を図るため､広報広
聴委員会への改組｡

昭和56年(1981) 4月:広報委員会を設置｡

l参.~~考~l

平成6年度に｢広報ハンドブック｣を作成｡各部局の広報機能の充
実を図り､広報誌や報道機関に効果的な情報提供を図る｡ A4判､ 36
へ〇一シI｡ 1,000部印刷｡



パブリシティ(報道機関への情報提供) 広報藩モニター 

1～

TP

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

60,000円 田"ﾃS��冷�△2,500円 

L内.沢

一一一一一広報誌モニター謝礼図書券

<予算>-㊨ 500円X｣-20人=6DTOO0円

<一決'#->-@ 500円･X-1-25･^:62T500

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

0円 ��冷�0円 

E)的

一　報道機関へ行政ニュースや地域情報などの情報提供を行い,施策
の住民への浸透･徹底を期するとともに,その評価や価値判断を~~~~知り､施策に生かす｡また,一各種の地域ニュースなどの提供は､

･El　的.

市民の視点をより反映させることにより､読みやすく分かりやす
い広報証づくりをめざす｡

｢丙.~零二1

① 15歳以上の市民100人を一般公募｡
年2回程度20人ずつ,広報誌及び広報括動に関してアンケート
に答えてもらう｡
② 4月募集｡任期は平成21年5月～平成22年4月｡

lT礎~適1

平成21年度(2009)
平成20年度(2008)

モニター人数125人
モニター人数113人

平成19年度(2007)モニター人数121人

地域括斬って面参加を鹿す.さと

匹∑堅]

毎日大量の情報が提供でき､伝達範囲が広く､速報性がある｡経
費がかからず､そのうえ,報道機関が主体的に編集し報道するこ
とにより,社会の公器としての報道機関に寄せられる信頼に裏付
けられた､客観性の高い情報提供になる｡

l提供~~徽l

※行政事案,寄付等は除く

取材メモ 亢ﾈ�(檍ﾊ��資料等 俘xﾇb�

平成21年度 �#ドﾈ��20件 都佇��385件 

平成20年度 �#chﾈ��24件 ��S8ﾈ��443件 

平成19年度 �##以��31件 �#Shﾈ��515件 

l澄~~費~1

日本新聞協会の『記者クラブが記者室
という見解に基づき､平成15年2月
用料やトナーなどの消耗品を記者ク
話回線使用料は各社免租としている｡

以ラ
』使電る線､す回にをのも埴スと負クとのアる分フす応有也の共負費,で縫降ブ

平成15年5月には､記者クラブの免租でテレビを購入したはか､
成16年3月にファクス機器を入れ替えた｡

辛



制度名･施策名

外国人向け市政情報案内チラシ 

開始年度:平成16年度(2004)

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

451,000円 鼎3rﾃ�cX冷�13,935円 

内訳 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 俚x処�2�

紙代 �3�ﾃ���冷�17,065円 ��2ﾃ�3X冷�

翻訳料 鼎#�ﾃ���冷�420,000円 ��冷�

i-か-ic,

l~~日　的l

匡=磨化施策推進基本方針を踏まえ,日本語を理解できない在住外
国人に対して,予防接種などの健康福祉情報をはじめ､日常生活
に欠かせない市政情報などを海月提供する｡

l実施内容l

英語､中国語､韓国･朝鮮語,スペイン語の4か国語に翻訳｡ A
4判サイズで,毎月平均､英語290枚,中国語280枚､韓国･朝鮮
語240枚,スペイン語240枚をそれぞれ発行｡

r実施方法J

NPO法人国際交流の会とよなか(T I FA)に翻訳業務を委託｡

制度名･施策名

商業広告の掲載 ��

開始年度: �6X8ﾈ7ｨ984ｸ486Λ[ﾙ�ﾃ�YD�7ｃ#�C2��

広報とよなか･ホームぺ-ジ:平成16年度(2004)

巨1両l

①公益性を損なうことなく､財源の一部確保の手法として商業広
告を掲載｡
②発行軽費の節減など財政面の効果が期待できる(-財源確保) ｡
③市民生宿の利便性にもつながる(-生括情報や地域情報が得ら
れる) ｡

根拠要綱と掲載基準

｢豊中市広報刊行物における有料広告掲載の取扱いに関する要綱｣

<掲載できないもの>
(∋法令に反するもの
(参公序良俗に反するおそれのあるもの
③政治上の主義若しくは施策を推進し､支持し,又はこれに反
する内容のもの
④公職の候補者(当該候補者となろうとする者及び公職選挙法
第3条に規定する公職にある者を含む)を推薦し､支持し､
又はこれに反対するもの
(9宗教性のあるもの
⑥個人の氏名広告1こ当たるもの
⑦市が推奨しているかのような誤解を与えるおそれのある表現
のもの

⑧その他､広報刊行物の広告として適当でないと広報広聴課長
が認めるもの

<掲載を認められない業種>
(》政治団体
②宗教団体
③性風俗店又は性風俗店と内容が同類のもの
④ラブホテル又はラブホテルと内容が同類のもの
⑤パチンコ･スロットマシーン店
⑥麻雀店
⑦消費者金融(質屋を除く)
⑧商品先物取引
⑨悪徳商法を行うもの
⑲興信所
⑪引換券･割引券が広告欄の一部となっているもの



内訳(歳入) 冰ﾈ蟀�ﾂ�決算額 俚x処�2�

広報とよなか 免ﾂﾃs��ﾃ���冷�9,297,750円 ��#"ﾃC�2ﾃ#S�冷�

テレホンガイド 田S�ﾃ���冷�472,500円 ��#�srﾃS��冷�

ホームページバナー 蔦"ﾃss"ﾒﾃ�ﾓ��ﾘ冷�3,024,080-円 �#S"ﾃ���ﾘ冷�

市街地図 ��冷�0円 ��冷�

かたらいプラザ ��冷�0円 ��冷�

}-㍗ JJ

21年度決算内容 

<主な内訳> 

単価(税込) 儘ﾈﾙ���B�決算額 

広報とよなか(注1) �57,750円 ��c���9,297,750円 

テレホンガイド �31,500円 ��Y��472,500円 

ホームページバナー(注2) �21,000円 ��CI��3,024,000円 

(注1)広報とよなかへの商業広告掲載は､1月最低10枠 
(往2)ホームページバナー広告掲載は､1枠1か月あたりの収入 

<参考:過去実績> 

20年度 �19年度 � 

広報とよなか 免ﾂﾃC3BﾃS��冷�途ﾃsc津�#�冷�

テレホンガイド 鼎s"ﾃS��冷�鼎s"ﾃS��冷�

ホームページバナ- �"ﾃ3S"ﾃ���冷��"ﾃCSrﾃ���冷�

制度名･施策名

ホームページ 

開始年度:平成8年度(1996)

予算額 佇亥｢隗｢�差引残 

2,416,850円 �"ﾃ##"ﾃ��H冷�193,936円 

主な内訳 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 俚x処�2�

消耗品 ���Bﾃ���冷�45,382円 田づc����

委託料は蜘F,朔峻換料) ��ﾃ�3津c��冷�1,839,600円 ��冷�

パソコン借上げ等 鼎c2ﾃ#S�冷�337,932円 ��#Rﾃ3����

インタ-ネッ トの双方向機能を括用し,市民に対する市政情報の
提供と市民の疑問や要望の収集を行い､市民の市政への参加･参
画を更に発展させるとともに,市民自治の一層の向上を図る｡
②インターネットを活用しで情報公開等を促進することにより､庁
内の情報の共有化を図り､各部署が自発的に連携して行政課題に
取り組める環境をつくることで,より効果的な行財政運営を行う

杏受発信できる(双方向機能)
②必要な時に情報の受発信ができる(時間の制約がない) ｡
③全世界どこでも情報が取り出せる(場所の制約がない) 0
④文字だけでなく画像や音声も受発信できる｡
⑤情報の検索､蓄積が容易｡
⑥市役所の情報に接する機会が少なく､広報誌をあまり読まない年
代層の利用が見込まれる｡

アクセス

トップページ(件) ��ﾘ4�4�5ｨ5以��B以��

平成21年度 塔Rﾃ�#"�757,592 

平成20年度 塔bﾃ�コ�717,084 

平成19年度 都�ﾃ�3"�682,436 

<参考>平成20年8月､ CMS(コンテンツ自動更新システム)を導入し､
トップページを含むほぼすべてのページをリニューアル｡



制度名･施策名

市民の声(苦情､要望の対応)

制度名･施策名

陳　情･要　望

開始年度:昭和37年(1962)以前

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

0円 ��冷�0円 

E -rl配

)_ -i-一L

1らの苦情､要望を市民の側に立って対応することで､関連

する事務事業の改善を促し､施策に役立てる｡

管

伝え
られたど意見は､各部広報広聴主任を通じて各地当課へ
担当課と連携を取りながら､電話や文書､メールあるいは

面談によって､市の考え方をおおむね2週間以内に回答｡
なお､平成1 5年度から,簡易な質問メール(各種制度の概要や
手続きなどの問い合わせなど)については,そのまま各港当課へ
転送し､直接埴当課が回答｡原則3日以内に回答｡
平成2 1年3月から､個人情報等に配慮し一定の基準を満たした
ものについて､声と回答の市ホームページへの掲載を開始｡

四
平成21年度 兌ﾙ�ﾃ#�D�7��平成19年度 

投書(ファクス含) �##��293 �#S2�

電子メール �3���280 �3c��

竜話 鉄��46 涛��

郵送 鉄2�40 �#R�

来庁(面談等) �3��39 鉄R�

合計 澱繝��698 都�"�

※上記のほか,簡易な質問メール等が､平成21年度213件,平成20年度284件,辛 

成19年度44 8件あった｡

三　7:=~　窄

○市役所の設備(空調･トイレ･駐車場)について(財産管理課)
○公園･道路の整備等(公園みどり推進課･道路管理課)　ほか

【参　　考】

平成11年度に第二庁舎市民ロビー､庄内･新千里出張所に投書箱r市民
の声｣を設置(出張所設置日8/16) ｡

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 
■0円 ��冷�0円 

｢目　的l

一自治会や地域団体からの陳情･要望に対応することで,関連する

事務事業の改善を促し､施策に反映させる｡

｢処理方活1

処理に当たっては､抱当課と連携を取りながら状況･経過などを
説明し､市政への理解を得ながら対応する｡

｢膏村件数:t

自治会 �+ｸ,ﾉ�ﾉ&9�ﾂ�合計 

平成21年度 ����33 鉄��

平成20年度 釘�24 �#��

平成19年度 釘�18 �#"�

lEiB内容~l

･介洩保険料等の徴収方法及び医療制度に関する要蔚
･図書館運営について
･大規模マンション建設について
･新型インフルエンザ対策について
･市広報蔑r市民の広場｣のページについて

･税･社会保障について

･大阪府有地の取得について
･地域中小企業者に対する受注機会の増大について
･豊中市国民健康保険料滞納者への対応是非に関する緊急要請書

･国民の生括基盤を支える建設労働者の劣悪な貸金･労働条件改蕃要静巷について
･高齢者の暮らしと健康等に関する要望書
･陳情書(道路安全柵､道路標識設置)について
･後期高齢者医療制度即時廃止ならびに最低保障年金創設を求める要静香
･ごみ収集垂託事業者について



制度名･施策名

出前講座 

開始年度:平成14年度(2002)

予-算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

60,000円 �3Rﾃs度冷�24,203円 

内訳 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 俚x処�2�

消耗品 鉄�ﾃ���冷�35,797円 ��Bﾃ#�8冷�

通信運搬費 (切手代) ���ﾃ���冷�0円 ���ﾃ���冷�

2:か-)3

rEr　嘩]

市民の市政に対する理解を深めるとともに､市政への主体的な参
加の促進を図ることにより､広報広聴機能を充実させる｡

[琴施内容l

地域からの要請に基づき､職員が地域に出向き､担当している事
業や制度内容を市民に分かりやすく説明し､市民との対話を通じ
て事業に対する意見や提案を受ける｡

[琴施概要｢

①対　　象　おおむね20人以上の市民団体や市民グループ(在勤･
在学可)

②運営方法　職員の説明　40分～60分
参加者との意見交換(テーマに限定) 20分～30分
会場は申込者が用意(市内に限る｡個人住宅は不可)

③派遣職員　課長級職員(担当課の判断で課長級以外の職員も可)

④テーマ　広報広聴課が各課からのテーマを募集し､一覧表にし
て市民に知らせる(134テーマ) 0

｢穿~嘩｣

○実施団体130団体､参加者数　4,482人

･市民グループ
･自治会･管理組合
･老人会
･校区福祉委員会･公民分館
･事業所･法人

:孟宗欝(舶研軌回含む'
･保育所
･大学

○租当課(回数の多い順上位5課)

健康支援壷
市立図書館
危機管理室
高齢介護課
減量推進課

回回回回回回回回回4･102006621332　1　1

32回｢体の痛み予防や健康のための運動｣ほか
21回｢絵本の読み聞かせ｣
18回｢災害に備える｣ほか
12回｢高齢者サ-ビスと介護保険｣ほか
7回｢ごみの分別とリサイクル･粗大ごみ｣ほか



制度名･施策名

施設見学 ��

予算額 佇或Xｧ｢�差引残 

0円 ��冷�0円 

｣-･_J　_　ー_　　J

2. 76-＼y

l~~~目　的l

市民が公共施設を見学することにより､市政に対する理解が深ま
り,市政への参加を促す｡

F実施南蛮]

庁　舎　見　学

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

0円 ��冷�0円 

l日~~~町l

小学校3年生が､副読本｢ゆたかなゆめあるまち豊中｣で学習し
たことを実際に見聞し,理解を深めるため｡

①1団体20人程度(マイクロバスの定員) ｡希望する市の施設
1-2か所｡午前､午後のいずれかで2-3時間程度｡
②年間を通して随時受付｡

｢貰~~~横l

(1)年度別爽施状況

平成21年度 兌ﾙ�ﾃ#�D�7��平成19年度 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��

(2009) 茶#��ｒ�(2007) 茶#��b��

団体数 唐�9 免ﾂ�18 

参加者数 ��#B�166 ��sR�313 

(2)団体別見学回数

団体名 弌��B�

老人会 �2�

市民グループ �"�

小学校(教職員研修) ���

青少年健全育成会 ���

マンション管理組合 ���

(3)施設別見学回数(9施設,延べ13回)

｢~~~~~~亮設名 弌��B�施設名 弌��B�

豊中市伊丹市クリーンランド 釘�あゆみ学園 ���

原田学校給食センター �"�しいの実学園 ���

旧新田小学歯~ ���

千里文化センター｢コラボ｣ ���

緑と食品のリサイクルプラザ ���

すこやかプラザ ���

障害福祉センターひまわり ���

｢骨~~骨l

庁舎屋上からの市内眺望と､議場の見学(議場の見学ができない
期間には,市庁舎のバリアフリーの説明) ｡

l実~~~~~簡~l

(1)年度別実施状況

年度 兌ﾙ�ﾃ#�D�7��平成20年度 兌ﾙ�ﾃ�僖�7��平成18年度 
(2009) 茶#��ｒ�(2007) 茶#��b��

学校数 湯�ll ��R�10 

人数 塔C2�1,063 ��ﾃS���914 

*平成21年度は､市役所敷地内の工事のため,大型バスの駐停車が
難しく､バス以外の交通手段で来庁いただける学校のみの実施と
なった｡
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制度名

一　二二一,,二二_　"一一Ll_‥__二_一一_ー__ー__,___ユr▼ーMrー_ -r　ー..-..,1__,._,_.-　ー_冊　一一._ _ー__-一丁_ー

パブリックコメント(意見公募)手続

制度名･施策名

市街地図.の有料化 

開始年度:平成16年度(2004)

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

0円 ��阯��0円 

rEnWg l

①市が策定する政策等に関する市民への説明費任を果たす｡
②市の政策形成過程における公正性の確保と透明性の向上を図るこヽy I I-■　yI Y-′ヽ/Jヽ′l/ Jl/1JJG呈■l二E l､･- ｢l- lノIQ′ ,▲■Jl

③市政への市民参加を促進する｡

｢儲要綱l

i. -㌻　＼.り

パブリックコメント手続要綱

Il嗣雷内容r

<対象>
次に掲げる条例の制定又は改廃にかかる案の策定
①市の基本的な方針又は制度を定める条例
②市民等に義務を課し､又は権利を制限する条例(金銭徴収に関
する条項は除く)
③市政全体若しくは各行政分野における政策の基本的事項を定め
る計画､又は方針
<効果>
①より多くの人がより早い段階で､市が検討している計画案など
の内容を知ることができることから､市民のみなさんの意向をよ
り反映した計画づくりが可能になる｡
②寄せられたご意見に対する市の考え方も公表することから､市政
の進め方がより分かりやすくなる｡

l実~~~横l

英二施案件 剔ｨtlJl �8ﾊ��

担当課 佇��B�人 佇��B�

21年度 湯�9 鉄��132 

20年度 ��2�13 ��#"�449 

19年度 ��2�16 ���B�279 

18年度 湯�ll 鉄��177 

<参考>制度の条例化について倹討し､平成21年4月1日､ ｢豊中市
意見公募手続に関する条例｣を公布､ 6月1日施行

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

､903,000円 都唐ﾃ���冷�105,000円 

21年　度　決　算　内　容

<主な内訳>
予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

-企画デザナン料- ��-0-円一 番��耳苓�ｲ�-0-円- 

印刷製本費 涛�2ﾃ���冷�798,000円 ���Rﾃ���冷�

<21年度販売奨横>
㊥200円×1,433部-286,600円

平成19年12月14日より有料化｡ 1部200円｡両出張所､各サービス
コーナー,市政情報コーナー､市民相談室､広報広聴課で販売｡
※ただし､転入者には無料配布を継続｡
<理由>
市街地図は､これまで主に転入者向けに市内の公共施設や市の概
要等の情報を提供するために発行してきた｡希望者にも無料配布
してきたが､希望者は多く,その利用形態も本来の発行日的を超
えて多様であり､行政サービスの公平性の観点から､無料の基礎
的サービスとして公費による全額負担で発行するのは妥当ではな
い｡また､今後も継続して発行していくためにも,利用者に費用
免租を求めるものである｡ (転入者向け無料配布は､行政サービ
スの一環として継続)

Al判,両面4色カラー､ 20,000部､ 8つ折



制度名･施策名

市議会及び市広報番組｢かたらいプラザ｣のウェブ配備 

開始年度:平成20年度(2008) 8月

15,890,090　円 14,760,375　円

トノ

(

くフー■

千

かー

内訳 

(委託料) 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 俚x処�2�

広報番組VOD:放送 �2ﾃ��津���冷�3,819,900円 ��冷�

議会インターネット中継 澱ﾃS�づ3C�冷�5,524,050円 涛ィﾃ#��冷�

議会VOD放送 迭ﾃSc�ﾃゴ�冷�5,416,425円 ��CRﾃC#X冷�

｢日　的l

さまざまな媒体を活用して行政情報を複合的に提供することによ
り,市民への情報提供のいっそうの充実を図るとともに､市民の利
便性の向上にもつなげる｡

｢内　容｣

現在ケーブルテレビで放映している市広報番組｢かたらいプラ
ザ｣を､市ホームページ上から視聴できるようにしたo　また,市議
会の様子も､生中継またはVODで市ホームページから見ることが
できる｡
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;(3)出前講座

巳市民の皆さんのご要望に応じて職員が地域に出向き､市の事業や制度についてお話し

する出前講座を実施しています｡市政への理解や関心を深めていただくとともに､これ

からのまちづくりについて､市民の皆さんと一緒に考えます｡また､子ども(主に小･

中学生)や高校生向けにも講座の対象を広げ､案内しています｡
l

卒成21年度(2009)は130回実施し､ 4,482人の参加がありました｡
l

≡(1)実施団体

団体名 弌��B�

市民グループ �3B�

自治会､管理組合 �3��

老人会 �#��

校区福祉委員会､公民分館 ��"�

事業所.法人 ����

小.中学校(職員研修1回を含む) 澱�

高等学校 澱�

保育所 �"�

大学 ���

(2)担当課･テ･-マ名･回数(全体分)

利和ユ

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 敬 

健康支援室 �)���(,�,(*(,J7)�ﾈ,ﾉ,�-ﾙuﾉf�.(ﾉ(ﾔ�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ暮:荅)o8*��32 

市立図書館 �(､ygｸ,ﾉ<x-ﾙ[x*�+�,�,(*(,J2�21 

危機管理室 �(ﾝ�･�,儖X*h.�7(齪益f胃��y�H,�,(*(,J8-�*��18 

高齢介護課 �(ﾘ)~竟(5H�ｸ7(5�,h櫁ﾎﾉ]ｸﾊ�8-�*��12 

減量推進課 �(+(-ﾘ,ﾉZｩ¥ｨ,h8ｨ5H484�8ｲ��Y�X+(-ﾘ,�,(*(,J2�7 

豊中人権まちづくりセンター �(+�+�.ｸ,h*�.x+�,XｫH+h.��ﾈﾊ�ﾊH�:8-�*��6 

消費生活課 �(敢�ⅹd�,亢8/�,(*�,J2�4 

予防課(北消防署含む) �)f���鞜H,h��駢�懆ﾝ�ﾇ雲�ｮﾘ,�,(*(,J2�4 

障害福祉課 �(+�.�/�,i&ﾘ.ｸ*I�xｽ�,��8,ﾉV����8,ﾉV�,ﾈ8�4ｨ6ｨ5�8�,h��:8-�*��3 

人権教育企画課 �)�xｽ�,��ﾈﾊ�ｻ8支/�ﾖﾈ*h.�2�3 

都市計画課 �(-ﾘ/�,�,X,(*ﾘ.�-ﾘ/�,�,ﾈ-ﾈ+�&霎hﾇh柯,hﾉｩ'ｨｺi.�,�,(*(,J2�3 

青少年補導センター �)�(晳D�,ﾈﾉ)�8孜�ﾈ,�,(*(,J2�2 

環境政策室 �(,h.h,�*�,ﾈｬ(ｺｸ/�ﾖﾈ*h.箸�1 

環境業務課 �(+(-ﾘ��ﾞﾈｼh,ﾉ�Y��+2ﾘ��ﾋｸ�ｨ*�.xﾊ�+ﾙn)��5�2�1 

コミュニティ政策室 �)&闔h5(7�8X6ｨ6X4(,ﾈｨ��ｸ嶌,�,(*(,J2�1 

浄水課 �(序-ﾙ�X,ﾈ,X*ｸ.�-ﾈ,Z2�1 

スポーツ振興課 �)�h･X5�7ﾈ�ｸ68,ﾉ�Xｻｺ2�1 

L-レ17



千里ニュータウン再生推進課 �)�yz)7�8h�ｸ5�4X98,ﾈﾚ�ﾎ8,ﾉ7�&騫駅�,i�h+ﾘ,�8ｸ�ｸ8ｸ,8*ﾘ.�2�1 

保険資格…課 �(ﾙ�j�(ﾔ饐ｸﾊ�櫁ﾎﾉ]ｸﾊ�+x��9|9]ｸﾊ�,ﾉ�y7�,i]ｸﾊ��,�,(*(,D｢�1 

まちづくり支援.課 �(-ﾈ+�,8*ﾘ.���~�,舒�,8*ﾘ-ﾈ+�,8*ﾘ.葵�:�,ﾉ��-�ｺ2�1 

公園みどり推進■課 �(齷�(ｬ(ｺｹ]ｹ�8,�,(*(,J2�1 

財政実課 �)dﾉ(h�8,ﾈﾞ��ﾘ�8ｻZ2�ー 

子育て支援こ課 �(+�,x.�,ﾈｷ9�(,ﾉ��ｯｩJﾘﾊ�,iuﾉf�2�1 

男女共同参画推進課 �$Eb烏ｨｿH�"�i�ﾈｭH,ﾉeﾉ|ﾒ�,(,H,x/�,�+�,c�2�1 

地域教育振興∵課 �)dﾉ(h,ﾈ･�;壷;�ﾘ*ﾙ�ﾈ��,ﾉ�ｹ�Z2�1 

地域福祉=課 �(耳�,俟ﾈ*h.h*H鍠+ﾘ+�,ﾉ&闔iY�8��&闔iY�8ﾇh柯,ﾈ*�.x-ﾈ+Rﾚ2�1 

保育∵課 �)]ｸ支�,(,H,x/�,�,h+�.ｺ2�1 

(3)小･中学校対象(職員研修1回を除く計5回､ 404人)

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 数 

減量推-進課 �(+(-ﾘ,ﾉZｩ¥ｨ,h8ｨ5H484�8ｲ��Y�X+(-ﾘ,�,(*(,D｢�(hｧxﾕ｢��3 

環境業務課 �(+(-ﾘ��ﾞﾈｼh,ﾉ�Y��+2ﾘ��ﾋｸ�ｨ*�.xﾊ�+ﾙn)��5�2淫ﾈｧxﾕ｢��1 

公園みどり推進課 �(齷�(ｬ(ｺｹ]ｹ�8,�,(*(,J2�(hｧxﾕ｢奉�1 

(4)高等学校対象(6回､ 236人)

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 敬 

市立図書館 �(､ygｸ,ﾉ<x-ﾙ[x*�+�,�,(*(,J2�5 

人権教育企画課 �)�xｽ�,��ﾈﾊ�ｻ8支/�ﾖﾈ*h.�2�1 

(5)大学対象(1回､ 13人)

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 敬 

財政課 �)dﾉ(h�8,ﾈﾞ��ﾘ�8ｻT｢�1 

(6)保育所対象(2回､ 39人)

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 敬 

減量推進課 �(+(-ﾘ,ﾉZｩ¥ｨ,h8ｨ5H484�8ｲ��Y�X+(-ﾘ,�,(*(,J2�2 

i-　レI卦
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3)出前講座

民の皆さんのご要望に応じて職員が地域に出向き､市の事業や制度についてお話し

出前講座を実施しています｡市政への理解や関心を深めていただくとともに､これ

のまちづくりについて､市民の皆さんと一緒に考えます｡また､子どち(主に小･

生)や高校生向けにも講座の対象を広げ､案内しています｡

平鹿20年度(2008)は147回実施し､ 5,595人の参加がありました｡

( 亅笘��郢&9�ﾂ�

団体名 弌��B�

l市民グループ �43 

r 俾俾�檄Hｬyyﾙ�xﾘr�40 

i �?ﾈ橙�20 

麿区福祉委員会､公民分館 �20 

俸業所.法人 �14 

小.中学校 澱�

層等学校 �3 

休学 �1 

( 陳�%99h擺�6X�ｸ7ﾙkﾂ陝��B��9�ﾉZ｢��

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�国 数 

勝機管理室 劼災害に備える｣｢自主防災組織について｣ほか 鼎��

健康づくLJ推進課 决食膏について｣｢体の痛み予防や健康のための運動｣ほか �3��

俸立図書館 劼絵本の読み聞かせについてJ ��b�

牌量推進課 劼ごみの分別とリサイクル.粗大ごみについてJrリサイクル工作｣ ����

俸齢介護課 劼高齢者サービスと介護保険｣ 澱�

牌費生活課 决悪徳商法に気をつけて｣ 迭�

牌境政策室 决いますぐできる!地球温喝化対策｣ 釘�

牌険資格課 劼国民健康保険.介護保険の加入手続きと保険料について｣ �2�

牌急課 劼応急手当講習Jr乳幼児及び高齢者のための予防救急講習会｣ �2�

牌化芸術.国際星 决地域の国際化について｣ �"�

t車女共同参画推進課 劼セクシュアル.ハラスメントとは?｣rDV(配偶者.恋人間の �"�暴力)つてどんなこと?｣ 

障害福祉課 劼ちゃんと知ろう身近な心の病｣｢障害者福祉の手引き説明会｣ �"�

俸民税課 劼知っておこう大切な税金のこと｣ �"�

l霞悪霊悪霊 决長寿(後期高齢者)医療制度について｣ �"�

体報広聴課 劼読みやすく楽しい会報の作り方｣ 白�

l夢中病院栄養管理課 劼こんなときの食事のはなLJ ���

牌市計画課 劼みんなでつくるみんなのまち｣ ���

2:レ!?



地域教育振興課 劼戦国時代の城郭原田城北城と南鳩｣ 劍�ｲ�

千里ニュータウン再生 躍進課 劼千里ニュータウンの今後の土地利用と新たなルールづくり｣ 剴��

人権教育企画課 决身近な人権教育を考える｣ 剴��

】上下水道局水道維持課 劼水漏れの見つけ方｣ 剴��

lLt下水道局経営企画課 劒(+ｸ,ﾈ,h*ｹ�X,ﾒ����ｸﾝ�鳧,ﾉ�X,ﾈｦﾙ]ｸ,�,(*(,J2��1 

牌防課 劒)f���鞜H,h��駢�懆ﾝ�ﾇ雲�ｮﾘ,�,(*(,J2��1 

働児教育課 劒)v9'H��,(,H,x/�,�,h+�.ｳ���&闔h,丶ｨ*�.ｨ+ﾙv9'H����2��1 

まちづくり支援課 劼まちの見方.感じ方｣ 剴��

豊中人権まちづくりセ 决かかわるつておもしろい!～コミュニケーション.ワークシヨツ 剴��

ン夕- 刄v｣ 

牌報公開課 劒)dﾉ(h�8,ﾈ�饑�ﾏh､｢靂)�ﾈ�饑�]ｸﾎﾉ�y7�2�凵[ 

牌街地整備室 劒)�Xｴｹlﾙ&9&�,ﾈﾉｩ�h*h,�,(*(,D｢��1 

l財政課 剽)dﾉ(h�8,ﾈﾞ��ﾘ�8ｻZ2��1 

贋築審査課 剽(.ﾘ*ｨ徂,ﾉ���ｸ6�4h6(4�2��1 

僅リ#-妄㌔ン芸 劒(4�8ｨ�ｸ988�986�,ﾈ+(-ﾘ�yﾘ,�,(*(,J2�僮 

贋康Rir智慧進芸 剽(ﾎ8ｯｨﾘ)~竟(�9|9�y7�,i<�.伊)�h,�,(*(,D｢��1 

(fg,/."中学校対象(6臥6B.A, 

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�俛���B� 

t極量推進課 劼ごみの分別とリサイクル.粗大ごみについて｣(中学校) �1 

l桓康づくり推進課 劼私たちのからだをつくる食べもののはなし｣(小学校) �1 

牌境業務課 决ごみの分別とリサイクル.粗大ごみについて｣ �1 (収集作業の大切さ)(小学校) 

虞リ#-妄㌢芸 劼クリーンランドのごみ処理について｣(小学校) �1 

勝機管理室 决災害に備えるJ(小学校) �1 

l串女共同参画推進課 决DV(配偶者.恋人間の暴力)つてどんなこと?J(中学校) �1 

(性,高等学校如象(3臥,68人, 

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 敬 

牌費生活課 劼悪質商法に気をつけて｣ �"�

健康づくり推進一課 决食青について③成人編｣ 白�

(追,大学対象(.臥.4人, (拝)大学対象(1回､14人) 

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�国 数 

庫ちづくり支援課 劼まちの見方.感じ方J ���
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3)出前講座

皇
民の皆さんのご要望に応じて職員が地域に出向き､市の事業や制度についてお話し

≡:冨望雷雲竺苦言警崇慧
市政への理解や関心を深めていただくとともに､これ

市民の皆さんと一緒に考えます｡また､子ども(主に小･

中転生)や高校生向けにも講座の対象を広げ､案内しています｡
7! l l (≡ ��ﾃ�僖�7ｃ#��r�,ﾓ�C�����邵+ZCRﾃR�

l)実施団体 

団体名 弌��B�

l市民グループ �52 

自治会､管理組合 �#��

l軍人会 �22 

牌区福祉委員会､公民分館 �17 

声業所.法人 ����

l小.中学校 �8 

層等学校 �3 
l ( 停�%99h擺�6X�ｸ7ﾙkﾂ鞁��B��9�ﾉZ｢��

l l l �%99h擺�テーマ名 俛���B�

健康づくり推進課 劼生活習慣病の予防｣｢体の痛み予防や健康のための運動｣■ほか �3��

l桓機管理室 劼災害に備える｣ ��#r�

俸立図書館 劼絵本の読み聞かせについて｣ 亅��

消防本部予防課 (北署.南署含む) �)?ｨ�ﾘ,��h-陷鞏�,ﾈｮｸﾊ�7)&��ｸ,���+x.冉胃�&ﾘ�8-�*��7 

俸民生活課 劼悪質商法に気をつけて｣ 澱�

l行財政再建対策室 劼行財政再建方針｣ 迭�

牌量推進課 劼ごみの分別とリサイクル及び粗大ごみ｣ 釘�

牌防本部救急課 劼応急手当講習｣ �2�

牌画調整室 劼自治基本条例～自治の基本を考えるJ �2�

l声齢介護課 决高齢者サービスと新介護保険｣ �2�

匿孟宗ータウン再 劼千里中央地区の再整備について｣ �2�

l車中病院栄養管理課 劼こんなときの食事の話｣ �"�

l人権企画課 劼くらしの中の人権問題と豊中市の人権行政｣ �"�

鹿築審査課 ll 劼わが家の耐震チェック｣ 白�

鯉城教育振興課 劼とよなかの文化財探訪J �"�

l中部環境センター 劼収集作業の大切さ｣ ���

師部環境センター l 决収集作業の大切さ｣ ���

棒境政策`室 决豊中の公害～大気.水質の状況について｣ ���
l 亦ﾘ.rﾖ梯�ﾂ�

l l l l ��



曝境業務課 劼収集作業の大切さ｣ 白�

ネボ-ツ振興課 决生涯スポーツの振興｣ ���

情報公開課 劼豊中市の情報公開.個人情報保護制度｣ ���

消防本部指令情報課 �?｣�儁I,ｩ_�,ﾉ_ｹd�2�1 

人権教育企画課 劼身近な人権教育を考える｣ ���

;舞女共同参画推進課 决セクシュアルりヽラスメントとは｣ ���

市民税課 劼市.府民税はどう変わる｣ ���

地域福祉課 �(耳�,俟ﾈ*h.h*JHﾔ�+ﾘ+�,ﾉ&闔iY�4｢�1 

水道局浄水課 劼飲み水のできるまで｣ ���

億境政策室.開発審査 廟共催 劼景観協定について｣ ���

塵害福祉課 劼ちゃんと知ろう､身近な心の病｣ ���

庵計室 l 劼市の会計について｣ 白�

塵路管理課 劼地理情報システム(GーS)の利用.活用｣ ���

(女)小･中学校対象(8臥941人)

!担当課 l �6X�ｸ7ﾙkﾂ�国 敬 

･i危機管理室 l �(ﾝ�･�,儖X*h.�2�(hｧxﾕ｢��1 

顔女共同参画推進課 l �(5ｨ4�5h8X4�8ｲ�6�8�5�8�986x,h,ﾚ2�(hｧxﾕ｢��1 

魔境政策室 l �)dﾉ(h,ﾈﾏh･����Xｴ2��X�,ﾈ�8ｻX,�,(*(,D｢淫ﾈｧxﾕ｢��1 

廟量推進課 l �(+(-ﾘ,ﾉZｩ¥ｨ,h8ｨ5H484�8ｸｷ�-��Y�X+(-ﾚ2�(hｧxﾕ｢��1 

摩境業務課 �(��ﾞﾈｼh,ﾉ�Y��+:2淫ﾈｧxﾕ｢��1 

躯部環境センター �(��ﾞﾈｼh,ﾉ�Y��+:2淫ﾈｧxﾕ｢��1 

中部環境センター �(��ﾞﾈｼh,ﾉ�Y��+:2淫ﾈｧxﾕ｢��1 
･ー健康づくり推進課 �(鍠+ﾘ+�,ﾈ*�.x+�/�,(*ﾘ.���-x.�,ﾈ,ﾈ,ﾘ,�+Z2淫ﾈｧxﾕ｢��1 

(･S)高等学校対象(3臥66人)

担当課 �6X�ｸ7ﾙkﾂ�回 数 

盆画調整室 l 劼自治基本条例について｣ ���

市民生活課 决悪質商法に気をつけて｣ ���

遍路管理課 l l. 决地ヨ刺青報システムの利活用についてJ ���

i-レil



平成22年度

市民の皆さんのご要望に応じて職員が出向き､
市の事業や制度についてお話しします｡
市政への理解や関心を深めていただくとともに､
これからのまちづくりについて､

市民の皆さんといっしょに考えます｡

身近な問題や興味のあるテーマを､
次ページの講座メニューから選びご注文ください｡

蝉莞･:

豊中市総務部広報広聴課

2_-良-13



豊中市出前講座のご注文について

講座の開催日時
･所要時由

講座の開催日時は､広報広聴課で

調整しますので､ご希望の日時を

お知らせください｡

1テーマ1億間30分ほどの内容

になっています｡

職員からの髄明の後､テーマに関

する質疑応1答

や意見交換履

行います｡

①テーマ一覧から

テーマを選ぶ

@

②開催希望日時8連
絡先を､おおむね
1か月前までに､

広報広聴課へ電話

または､ FAXで

連絡
(市ホームページからメール

でお知らせいただくことも

できます)

@

③広報広聴課がテー
マ担当課と日程等

を調整

@
④広報広聴課から

申込者へ連絡

@
⑤出前講座実施

.･･塵

;Lほ

出前講座は市民の皆さんに･職員が市の事業や制度を説明し､住みやすい豊中

のまちづくりをともに考え･ご意見をいただく機会です.苦情や要望をお伺いす

る制度ではありません｡

政治･宗教または営利活動を目的とする場合やその恐れがある場合､また､

出前講座の趣旨に反すると認められるときは､お断りすることがあります｡

お申込み･お問合せ先

豊中市総務部広報広聴課

電話06-6858-2029

FAX 06-6842-2810

〒561 -8501

豊中市中桜壕3丁目1葡1号
http:/ /www.city.toyonaka.osakaJ'p/



豊中市出前講座テ-マ一覧(*)悼.小.中学生対劉=も開催することができます勺詳しくはお問い合わせください. 

福祉.健康,保険 剴Cr�まち美化活動協定-捨てないひとづくり､捨てにくい地域づくり(*) 儖ﾈ峪�I��ｲ�93 剳ﾛ育所つてどんなとこ?(*) 兢ｸ孜wr�

1 �ｨ�,俟ﾈ*h.h*H鍠+ﾘ+�,ﾉ&闔iY�8��&闔iY�8ﾇh柯,ﾈ*�.x-ﾈ+Rﾒ�地域福祉課注1 鼎��収集作業の大切さ～収集現場から見た問題点(*) �(iYB�>ﾉYB馭ｹYHｬ(ｺｸ5ｨ985��ｲ�94 剿L中市人権保育基本方針について(*) 兢ｸ支擺�

2 �+�.�/�,i&ﾘ.ｸ*I�xｽ�,��8,ﾉV����8,ﾉV�,ﾈ8�4ｨ6ｨ5�8�,h��2��ｒ�陣等福祉課 鼎��クリーンランドのごみ処理について一番上!クリーンランドお出かけ陣(*) �4�8｢ﾒ�988�986鮎ik�ｬyyﾙDb�95 剽c稚囲ってどんなところ? 况8髦ｻ8支擺�

3 �&ﾘ,�,H*ﾘ+�+8*(+�+�.ｸ,儼�/�鰄,)�ﾈ+ﾘ+�,ﾈ+�,h/�い��陪審福祉課 鉄��クリーンランドの余熱利用について(*) �4�8ｨ�ｸ988�986云ｹ�9��ﾞﾈ擺�96 剽c稚園の保護者補助金について 况8髦ｻ8支擺�

4 ��y�ﾈ��･�,ﾉyﾘ��,h辷�,�,(*(,Bい��陣等福祉課 店�ｲ�新しいごみ処理施設について～｢森の中の再生工場｣を目指して �4�8｢ﾘ988�986��i�ﾉｩ�ﾘ擺�97 刳Jかれた学校づくり 亳�k�ｻ8支擺�

5 �&ﾙ4僭ｸ尨,ﾉyﾘ��,h辷鰄,�,(*(,B��ｒ�悼割冨祉諜 �&闔h,8*ﾘ.り-ﾈ+�,8*ﾘ.���98 刳w校給食と子どもの食生活rおいしく食べて.元気に学ぼうJ(*) 乂xﾕｨｸｹ��+9(ﾓR�

6 �$)7雨ﾙ$(��･�,ﾉyﾘ��,h辷�,�,(*(,Bい��陪審福祉課 鉄"�緑化の推進について(*) 佰hﾙ�-ﾘ,x.��I��ｲ�99 剞ﾂ少年の償金育成について(*) ��(晳D饋);�5ｨ985��ｲ�
~~7 ���2ﾈ欹4ｸ,飲�485�,ﾉ��ﾞﾂ�顋X�ｸ.(��R�ｨ.�,ﾈ櫁�,�,(*(,H*鈔ﾖ�8�ｷ��障害福祉課~~~~ 励S2ﾒ�盲然環境儒書と瑠肥｢とようぴこJTtうも~1-モTal了~~~ 冢ﾘ,y(h､8�9fG鈔�too+ 剋ﾔ重顔面意た古い七 傅ﾙD饉h嶌ｭ��

8 倡�,x.�,ﾉ�8,h*�.x+�,ﾈﾉ(ﾔ�,8*ﾘ.��健康支援室注2 鉄B�豊中市における地理情報システム(GIS)の利用.活用(*) �;刋握yyﾘ擺�防災.安全 

9 ��ﾈ,ﾉ,�-ﾙuﾉf�.(ﾉ(ﾔ�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ暮:��健康支援室注2 鉄R�交通バリアフリーについて(*) �;刋伊ｩ�ﾘ擺�101 剄ﾐ書に倫える(.a) 舒ｸｴ�ｬyyﾘ�(ﾓb�

10 ��hｨ咽ｸｫXﾊ�,ﾉuﾉf���9�ﾉ](t��磯hﾊb�侶康支援室注2 鉄b�豊中の都市計画について �78�8ﾇh柯擺�102 剋ｩ主防災組織について 舒ｸｴ�ｬyyﾘ��

ll 倬X*�.x,ﾘ+h-�.們8ﾔ�,8*ﾘ.��ﾙkｩ���ｸt��X�����ｸt)DIWy���ｲ�健康支援室注2 鉄r�みんなでつくるみんなのまち-r地区計画Jとr迫真協定Jについて(I) �78�8ﾇh柯擺�103 剿h火対策と住宅用防災機器について(*) 冰ﾉf�ｲ�

12 �?ｹv8髦,ﾉ�磯b�健康支提室注2 鉄��大規模団地の建替えについて 倡8･�&��餔X����104 �119番通報の方法(*) 倡y}��饑�擺�

13 ����(,�,(*(,Ht�?ｹv8髦ﾊht�揵(hｧy�hﾊht(ﾌﾉ�ﾉ�xtxﾘ)~竟(ﾊb�健康支援室注2 鉄��我が家の耐震チェック(*) �,ｩ'ｩ�(ﾛ�ｹ(ﾓ2�105 剴菶c児及び高齢者のための予防救急講習会 亶霍ﾘ擺�

14 �?ｹv8髦,ﾈ馼ﾌﾉf育�,ﾈ7ﾈ48986r�億康支援室注2 田��中高層建築物の紛争の調整に関する条例について �(hﾘ)�xﾉｩ'ｩ+)�齏｢�106 刮梛}手当講習(*) 亶霍ﾙ+9(ﾓr�

15 �?ｸ髦,ﾉ�ﾈ,ﾉJﾙ$(,�,(*(,B�健康支援室注2 田��千里中央地区の再整8割こついて ��yz(6ｨ8X�ｸ5�4X98ﾜI�i�I��ｲ�107 剴ﾁ殊災書への備え-NBC災害など 佗映榎��

16 倩H+ﾘ+�,ﾈ*�.x+�/�,(*ﾘ.���-x.�,ﾈ,ﾈ,ﾘ,�+R��ｒ�侶康支援室注2 田"�千旦ニュータウンの今後の土地利用と新たなルールづくり ��yz(6ｨ8X�ｸ5�4X98ﾜI�i�I��ｲ�108 剪mっておきたい家具転倒防止方法 �5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH��

17 �襍ｨ,ﾈ5(68,h樣,y�ﾈﾋ��健康支援室注2 田2�まちの見方.感じ方(*) �-ﾈ+�,8*ﾘ.育�x擺�109 凾竄ﾁておきたい家屋内バリアフリー �5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH��

18 �靜ﾉuﾉf�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ*委ｸ,ﾉ�"�健康支援室注2 田B�まちづくり条例に基づくまちづくり活動の進め方 �-ﾈ+�,8*ﾘ.育�x擺�文化.スポーツ 

19 �靜ﾉuﾉf�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ暮:�,�,(*(,B�健康支援皇注2 田R�地域の課題解決に取組む市長公益活動つてなあに? �5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH�� 白���とよなかの文化財探訪(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

20 �靜ﾉuﾉf�,ﾈ+ﾘ-�,ﾉ�磯b�健康支援室注2 田b�地域コミュニティを活性化するために～他の地矧まどんな活動をしているの? �5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH�� 免ﾂ�弥生時代のとよなか～新免ムラを中心に～(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

21 �靜ﾉuﾉf�,�,(*(,B��9L｢��健康支援室注2 田r�楽しいご近所付き合いのために～井戸端会誌(ラウンドテーブル)体験- �5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH��112 剄l古学のものさし～豊中の須恵器生産と年代研究～(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

国民億康保険.介設保険7後期高齢者医療保険の制度と保険料について 兢ｸﾊ��ｦ�ｲ�人権.国際化 剪�13 �)ikﾉ�ﾈ,ﾉ�Y]8��ﾌ9�2筰�(,ﾉ�8ﾌｹ>��X戊,idﾉ(bﾒい��地域教育抜興課 

23 俘)~竟(5H�ｸ7(5�,h櫁ﾎﾉ]ｸﾊ�｢��高齢介護課 田��くらしの中の人権問題と豊中市の人権行政 ��ﾈﾊ�ｮ�h擺� ��B�中世に生きた人々～垂水西牧碩坂郷の発掘調査から- �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

t年金.税.消費生活 剴c��くらしの中の同和問題と豊中市の同和行政 ��ﾈﾊ�ｮ�h擺�115 剞寘綜梠繧ﾌ城郭～原田城北城と雨域～(辛) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

4 �8泳�霎��xﾍX,ﾈ*�.x-ﾈ+Rい��市民課 都��あそびは学び～なかまづくりのいろはのい!～(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｸ��(ﾓB�日6 凾ｨ墓が含蓄る中世豊中のイ工と社会 �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

包5 �&ﾘ,�,H*�+�*I�Y��,��Xｾ�,ﾈ+�,bい��市民税課 度���かかわるつておもしろい1.-コミュニケーションワ-クショップ(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�117 剩ｭ掘調査から見たむかしの暮らし(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

市.府民税(住民税)について(*) 倡9j��YfB�72 �+�+�.ｸ*ｨ*�+ﾘ+ﾘ-ﾈ.乂x-�,ﾈｿ8ｭH,8*ﾘ.ｂ｢��豊中人権まちづくりセンタ一法4 ������*�,�+ﾘ.�ﾖﾈﾌ8ｧx�"ﾙJﾘﾄ�+(ﾛ�,ﾄ��2ﾒい��地域教育振興課 

定資産税～土地.家屋の評価と課税のしくみ(*) 侘Y.磯�蝎�Y|��73 �+�+�.ｸ,h*�.x+�,XｫH+h.��ﾈﾊ�ﾊH�2い��豊中人権まちづくりセンター注4 ������>ｩ[h,ﾈ鋠�ﾈ����,h､8,�+8+8*h.x.ｨ+ﾙdﾈ*�,��hｨ���い��地域教育振興課 

2盛 �ｸ�ⅹd�,亢8/�,(*�,B��ｒ�消費生活課 都B�おもいきりあそんでなかまづくり!～遊びの達人を出前します!(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�120 刪諸�ｪはじまるころ(*) �&闔hｻ8支�(ｻｸ擺�

29 竸�.x+X/�辷*h.��ﾈ,ﾘ*�.Ｓx,�,(*(,Bい��地域経済振興室 都R�ハツとしてGood!大切なもの見つかるかも!?～まずはやってみよう!(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985闔ｩd�B�121 剿岦ｶから古墳へ～古墳出現前後の豊中-(辛) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

30 囘ﾉ(h�8,ﾈ蝌ｼh,ﾉ<�*X,�,(*(,Bい��地域経済振興室 都b�チーム力をパワーアップ!-チームワークで大切なことつてなんだ7(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985闔ｩd�B�122 剄拒ｰの時代～倭の五三と損場古墳群-(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

水.環境.ごみ 剴sr�人権総合学習～自己肯定感(セルフエステイ-A)を育む関わり(辛) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985闔ｩd�B�123 剏ﾃ代の土器づくり～票.集落.嘉一(辛) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

3~ �ｩ�Y;�,ﾉo�ｨB韆I�x-ﾘｷ�-�馼ｼi5x､ｨ,�,(*(,B�上下水道局下水道建設課 都��人権総合学習のポイントとおもしろ活動レシピ日*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�124 剴ｩ棺に葬られた人々(辛) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

32 �+ｸ,ﾈ,h*ｹ�X,ﾒ�ﾙ�ｸﾝ�鳧,ﾉ�X,ﾈｦﾙ]ｸ,�,(*(,Bい��上下水道局経営企画課 都��あなたも子どももこころほっこり親子人権講座(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�125 剿L中の街道～道往く人々の足跡～(辛) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

33 ��-ﾙ�X,ﾈ,X*ｸ.�-ﾈ,X*ﾒ｢��上下水道局浄水課 塔��子どもたちの未来を輝かせるためのはじめの一歩(人権講座)(*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�126 剿L中の近代化～住宅都市のルーツを探る～(*) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�

34 假9�Y�X�ｸｹ�X*�.y+ﾈﾈｸ�ｸｹ�X-bい��上下水道局給排水課 塔��あなたと創る人権文化のまちづくり～5つのPでやってみよういく*) 囘ﾉ(i�ﾈﾊ�-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ985��ｹ(ﾓB�127 剏�ｯ館活動について �(h匣ﾏij���

35 �+ｹ��ﾚ�(��鞜Hｼik�,�,(*(,Bい��水路課 塔"�身近な人権教育を考える ��ﾈﾊ�ｻ8支ｮ�h擺�128 刮�審館の便利な活用法(*) �:�*ﾉ�ﾘ��ｭ��

36 �,h.h,�*�,ﾈｬ(ｺｸ/�ﾖﾈ*h.窒｢��環境政策室 塔2�男女共同参画社会の実現をめざした豊中市の取組み(*) �&ｨ�ｺI:��枴�I��ｲ�129 刳G本の読み聞かせについて(*) �ｩ*ﾈｿﾈ��ｭ��

37 囘ﾉ(h,ﾈﾏh馼���Xｴ2ﾉ�X�,ﾈ�8ｻX,�,(*(,Bい��環境政策室 塔B�男女屈用機会均等法について �&ｨ�ｺI:��枴�I��ｲ�130 剞ｶ涯スポーツの振興(*) �5�7ﾈ�ｸ69�Xｻｸ擺�

38 �4x5(8(7(8ｨ6X4"握(ｺｸ,�.(+8+X*(ﾏ�,｢�,ﾈ+x+x-�｢��環境政策室 塔R�セクシュアルりヽラスメントとは? �&ｨ�ｺI:��枴�I��ｲ�市政のしくみ 

39 豫(ｺｹGｩ{h轌�ｨ,�,(*(,B�環境政来室 塔b�DV(配偶者.恋人間の暴力)つてどんなこと? �&ｨ�ｺI:��枴�I�亊�(ﾓ2�13ー 刪齒盾ﾉ豊中市の行財政改革について考えましょう日(*) 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｩ�鞜H侯�

40 �*(-ﾈ+x*�,X*ｸ.��&隕ﾘ孳&x峪�鞜Bい��環境政策室 塔r�地域の国際化について 兌h嶌ﾇﾈ��ﾌ(ﾝｸ�(ﾓ2� �3"�総合計画～人と地域を世界と未来につなぐまちづくり(辛) 又Rx枴+)�齏｢�

41 佝豫���ﾈｺi.�,�,(*(,B�環境政策室 仆8屍韈�支,B�� �32�自治基本条例-みんなで育てる豊中の貞治(*) 舒�i+)�齏｢�

42 �+(-ﾘ,ﾉZｩ¥ｨ,h8ｨ5H484�8ｸ自�Y�X+(-ﾘ,�,(*(,B��ｒ�減量推進課 塔��次世代育成支援行動計画こども未来プランとよなか後期計画(*) 倡�支,H辷����134 剪�j市移行に向けて～豊中独自の自治の確立をめざして(令) 舒�i+)�齏｢�

43 �,h.h,�*定7x.x+ｲﾘ.#387h8�92ﾙ�i?�鴿dﾉ(h�8+(-ﾘﾋ�霽h枌�減量椎遠謀 塔��子育ち.子育て支援と情報提供(*) 倡�支,H辷�fB�135 剌﨣�Zキュリティ(辛) ��饑��ﾘﾟH��

44 儖ﾈ峪�I�偬I5�&霎h��7ﾈ48�,H/�,�*ﾘ+ｸ*H���.��美化推進課 涛��こどもの虐待の早期発見と予防(*) 倡�支,H辷����136 剿L中市の情報公開個人情報保護制度(*) ��饑�ﾏh､ｨ擺�

45 �4�5�7h6x5h5�6X8�馼ｼh,�,(*(,H��-ﾘ/�,�,X-ﾈ+�/�*ｸ.ｨ*(,���い��美化推進課 涛��放課後こどもクラブつてどんなところ?(*) 倡�支,H辷�擺�137 剿L中市の財政状況 俥��ﾘ擺�

46 �,h.h,�*儖ﾈ,ﾘ8ｩMH���j�&9�ﾉ9�,�.h.��d�夊､�ﾈﾙ�Z�,ﾈ�ｸ竄｢��美化推進課 涛"�就学奨励制度 乂yk�ｭ��138 剋s書蓋会の役割としくみ[=ついて(辛) 倡8ﾋ��8檍駟k�ｼx皦ｶ�ｿ����

注1高校生以上が対象です.注2講座番朝～21については-専門践員を派遣するため.芸務の都合上.土.8祝Elの開催はご希望に添えない場合があります.注3中学生以上が対象です.注4この他にもあそぴや学び.コミュ ニケーションに関する内容をご用意しています○詳しくはお問合せください.注5土.El祝8の開催はご希望T=添えない墳血があります 劔凵[39 剔I挙制度のしくみ(*) ��仍8ｬyyﾘ効醜檍駟k�ｼr�

注6地卦水琴対策なとに関する内容を,='用意しています○詳しくは､お問合せください,注7受講者には､普卦 劍�8ｸ亶駝ﾘﾗX�,ﾈ�9{冦��8/�Jﾘﾗ8,X*ｸ.��ｨﾘx*ｨ*�ﾂ�-ﾈ+r�(hｧy�h決�2帝.hｧ�7�,ﾉ>�vX,ﾘ+)�ｨｸ8*ﾘ+�+8*&��



乙例緬5〉

)市民の声

｢市民の声｣の流れ､

いただいたご意見は､広報広聴課から各部広報広聴主任を通じて各担当課へ伝

え､市の考え方などをご本人に回答します｡

みなさんのご意見

電子メール

投書箱

郵便･ハガキ
電話
ファクス

来庁

※広報広聴主任制度

市では､市民の皆さんからいただいた意見や要望を各担当課へ迅速かつ的確に伝
え､また各部局からの情報をきめ細かく発信するために､各部に広報広聴主任を1

人､各課に広報広聴委員を配置し､広報広聴機能の充実を図っています｡

r市民の声｣の内訳

平成21年度(2009)の受付件数は689件です｡分野別では､ ｢健康･福祉･医療｣

ほか､ ｢環境･ごみ･公園｣ r道路･交通｣が多くなっています｡

実現･実施が難しいケースについても､要望者にご理解いただけるよう十分な説明

心がけています｡

( 貯y駅�Gﾙ�ﾂ雕�ｩ&闔i¥｢�

投書(ファ クス含) �8��ｸ8ｲ�電話 冰��r�面談等 俘xﾇb�

⊥ 十ユ-タウン �21 ��"�3 �"�0 �3��

非部 �18 �3B�3 釘�5 田B�

幕部 冤l �3��2 釘�1 鼎��

中部 �47 田��3 釘�8 ��#2�

西部 �27 �#��3 ��2�5 田��

南部 �10 �#��2 �"�2 �3b�

市外 �4 �#��0 �"�1 �3b�

明 涛��112 鼎"�22 湯�276 

合計 �##��318 鉄��53 �3��689 

[注]上記以外に､各種制度の概要や手続などに関する質問メールが2 1

}一色-Lb

3件ありました｡



(2)分野凸居住地域別
-ユ`~■■ タウン 冉ｹYB�東部 �(iYB�西部 �>ﾉYB�市外 儻9k��合計 

戸籍.住民票など ���2 ���6 ���1 ���12 �#B�

保険.年金.秩 �2�9 釘�7 ���2 �"�22 鉄��

健康.福祉.医療 �2�9 途�12 ��2�6 ��B�52 ���b�

教育.子育て 迭�9 途�18 途�5 �2�18 都"�

環境.ごみ.公園 澱�10 ����12 ��B�6 �"�37 涛r�

道路.交通 迭�7 �2�12 湯�5 釘�34 都��

住宅一まちづくり.上下水道 湯�5 �2�22 途�6 途�24 塔2�

人権.生涯学習.甘-ツ 釘�7 迭�ll 迭�3 �"�24 田��

市庁舎設備 �"�3 �2�5 ���0 ���20 �3B�

その他 ���3 迭�18 ����2 �"�33 都2�

合計 �3��64 鼎��123 田��36 �3b�276 田ヲ�

(3)分野･対応別

実現.実施 ���k粳�陌�,�,r�供覧 俘xﾇb�

戸籍.住民票など ���12 ��"�24 

保険.年金.秩 ���31 ����50 

健康.福祉.医療 ���68 鼎r�116 

教育.子育て ���59 ��2�72 

環境.ごみ.公園 �2�76 ����97 

道路.交通 �2�50 �#b�79 

住宅.まちづくり.上下摘 ���54 �#��83 

人権.生涯学習.甜-ツ ���45 ��R�61 

市庁舎設備 ���14 �#��34 

その他 ���45 �#��73 

合計 湯�454 �##b�689 

(4)経年比較

投書(ファ クス含) �8��ｸ8ｲ�電話 冰��r�面談等 俘xﾇb�

平成21年度 (2009) �##��318 鉄��53 �3��689 

平成20年度 (2008) �#�2�280 鼎b�40 �3��698 

平成19年度 (2007) �#S2�360 涛��25 鉄R�792 

平成18年度 (2006) �#S2�472 ��#��52 鉄"�949 

平成17年度 (2005) �#c2�494 ���2�48 鉄"�960 

i-レ17



(5)部局別件数等

以下では､主なものを例示しています｡

行財政再建対策室 旦塵
市役所の開庁時間･土日開庁について

危槙管理 呈塵
･市政に対する提言などの対策要綱について

･幼児からの防災啓発について

匝麺頭旦旦盤
･市役所の設備(空調･トイレ.駐車場など)について

･市職員の給与･手当や採用条件について

･豊中の広報(広報誌･ホームページなど)について

･新型インフルエンザの情報提供などの対策について

･職員の対応･モラルについて(職員全般)

･公共施設での化学物質の使用について

･個人間のトラブルなど民事に関すること
･その他

●

人権文化部　ユ旦盈
･市民会館･ホール(施設･対応)について

･国際交流協会について

･外国人参政権について

･その他

政策企画部 旦生
･まちづくりについて

･その他

匪麺I旦旦塵
･公国の管理等(整備･遊具･衛生面等)について

･ごみの分別･収集､リサイクルについて

･大気汚染･騒音について(野焼き､排煙を含む)

･まちの美化について(空家の管乳ポイ捨て､犬糞を含む)

･カラス対策について

･その他

匪重囲ユヱ塵
･職員の対応について(電話不通も含む)

･市税の金額について

･クレジットカード納付について

･その他

匝民生清朝旦ユ盤
･職員の勤務態度･応対に関すること(賛否両方)
･届出･証明書類の発行手続について(待ち時間､手数料を含む)

･千里文化センターについて(設備など)

･定額給付金について

トト1.F

24件

11件

10件

9件

7件

4件
.3件

3件

24件

20件

13件

9件

5件

16件

12件

7件

4件



･地域通貨について

･その他

康福祉部 109件
･職員の勤務態度･応対に関すること(賛否両方)

･国民健康保険･介護保険について(保険料を含む)

･高齢者施策について　　　　　　　　　　一

･生活保護について

･障害者施策について

･歩きタバコ･喫煙について

･市民健康診断･予防接種について

･新型インフルエンザワクチン･対策について

･その他

l=ども未来朝　旦三豊
･保育所の入所､運営､安全管理､保育料について

･子育て支援策(児童手当･児童扶養手当)について

･放課後こどもクラブについて

･その他

まちづくり推進部 46件
･伊丹空港廃止について(賛否両方)

･マンション建築などの開発許可について

･市営住宅について(管理運営･窓口対応など)

･その他

匡萱頭ユ旦塵
･違法駐輪､放置自転車･バイクの撤去について

･道路の修繕(ごみの撤去含む)について

･交通安全対策に関すること

･道路･歩道の占拠等に関すること(ホームレスの対応含む)

･街路灯･カーブミラーの設置や整備について

･歩道の整備について

･その他

言計　　ユ塵
･市役所のAT目について

匡垂重囲旦旦性
･医師･看護師･職員の勤務態度･応対に関すること(賛否両方)
･病院の設備管理について(草刈･工事騒音を含む)

･診療内容について

･その他

Lt下水道倒　旦ユ盤
･水道料金について

･水道工事について

･職員について(水道メーター検診員含む)

･その他

i-レL?

2件

･40件

14件

9件

8件

7件

6件

6件

4件

件件件件件件6　6　0　6　6　4
Ll ii_　■JlL

1件



2件

件件6　5

件件件件4　2　2　2

件件件件名　7　5　31

1件

の有効利用について 1件

(大阪府池田土木事務所･豊中警察署･豊中保健所･兵庫県宝塚土木事務所ほか)

i-良-30
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<YLL勉学>

豊中市意見公募手続に関する条例の概要

意見公募手続に閑し必要な事項を定めることにより､市民の市政への参画を促進す

るとともに､計画等の形成過程における公正の確保と透明性の向上を図り,もって市

民自治の進展に寄与することを目的としています｡

意見公募手続の対象となるのは次のものです｡

(1)市の基本構想､基本計画その他市の基本的な事項を定める計画,方針等又は

個別行政分野における施策の基本的な事項を定める計画､方針等

(総合計画基本構想･基本計画､

総合計画を各個別行政分野で補完し具体化する分野別計画　など)

(2)　次の条例及び規則(以下｢条例等｣という｡)

ア　市の基本的な制度を定める条例等

イ　市民に義務を課し,又はその権利を制限することを内容とする条例葦

(3)市民に義務を課し,ヌ卿
く審査基準及び処分基準

(4)　行政指導指針

※傍線部分(規則,審査基準,処分基準､行政指導指針)は,これまでのパブリック

コメント手続要綱は対象にしておらず､新たに対象に加えるものです｡

※上記のもの以外のものであっても,実施機関が特に必要と認めるものについては､

意見公募手続を実施することができることとしています｡ (第1 1条関係)

次に掲げる計画等は､意見公募手続を実施しないこととします｡

○地方自治法第7 4条第1項の直接請求により議会に付議する条例

○市税の賦課徴収又は手数料等の金銭の徴収に関する条例等,審査基準及び処分基

準

○審査基数処分基準又は行政指導指針であって､法令等の規定により若しくは慣

行として,又は実施機関の判断により公にされるもの以外のもの

i-ら-J/



霊

0公益上,緊急に計画等を定める必要があるとき｡
】

0他の実施機関が意見公募手続を実施して定めた計画等と実質的に同一の計画等を

∃定めようとするとき｡
0国若しくは大阪府の政策又は他の法令等の規定により意見公募手続等に準じた手

を実施して定めたものと実質的に同一の内容を定める必要があるとき｡

の法令等の規定により意見公募手続等に準じた手続を実施することとされてい

∃る計画等を定めようとするとき｡
｣

O根拠となる法令等の規定の削除に伴い当然必要とされる計画等の廃止

実施機関が計画等の案を公表する(第4条第1項)

※意見提出期間は原則3週間以上とします｡ (第4条第3項)

※実施機関は意見公募手続の実施を事前に予告するよう努めます｡ (第6条)

○意見を提出できる人(第2条第3号) 

ア市の区域内に住所を有する者 

イ市の区域内に事務所等を有する法人等 

ウ市の区域内に存する事務所等に勤務する者 

エ市の区域内に存する学校に在学する者 

オ市税の納税義務者 

カその他､当該計画等に利害関係を有するもの 

※実施機関は提出された意見を考慮して計画等を定めます｡ (第8条)

意見公募手続の結果の公表(第9条第1項)

○公表する内容 

(1)計画等の題名 

(2)計画等の案の公表の日 

(3)提出意見(提出意見がなかった場合はその旨)又はその概要 

(4)提出意見を考慮した結果とその理由 

､"､叫､警望望した計画等望望望望等と望聖望皇』 

※市長は､毎年度1回､この条例の運用状況を取りまとめ公表します｡ (第1 2条)

ユーb-3之.



20070523広報広聴課

平成16年度パブリックコメント手続
(彰概要

市の政策形成過程の公正性の確保と透明性の向上をB]るとともに､市政への市民等の参加を促進し､もっていっそう開かれた市政の推進に寄与することをめざすo r計画の策定｣や｢権利
義務関係に影響を及ぼす条例の制定Jなどの意思決定の前に市民に公表し､意見を募集するo市民からの意見は､採択･不採択とも理由を付して公表する｡

平成1 6年度(2004)実施案件14件

○内容別(計画案11件､条例案骨子3件) ○該当条項別(第3条によるもの91牛.第9条によるもの5件)

②一覧

2r -A-jj

NO �Hﾈ��募集期間 ��9h擺�意見提出者数及び提出方法単位 (人) 劔刪ﾓ見提出者の内訳単位(人) 劔劍�8ｨ�/���ﾈ��B�%�犬�以��該当条項 郵便 �7H4�4��5��メール 倬ﾘ���その 他 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納斌義 務者 凉�9亊b�ﾅx�"�

1 �6H��u(���ﾈ攪ﾋｸ,佰ﾈ*�,H,ﾈ4�4�5h8x987h8�92緯r��7月20日(火) ～8月10日(火) ��饑��ﾘﾟH擺�2 ���0 �"�0 ���2 �"�0 ���0 ���0 �"�第9灸 

2 侘)�ﾈ�饑�]ｸﾎﾈ��~�淤�8,ﾈﾉ�:"緯r�,�,(*(,B�8月10日(火) ～8月30日(月) ��饑�ﾏh､ｨ擺�1 ���0 ���0 ���1 ���0 ���0 ���0 �2�第3粂 

3 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｨ轌�｢緯r��9月17日(金) ～10月7日(未) 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｩ�鞜H��22 ���2 ����9 ���22 ��b�3 �2�0 ���0 ��#��第3粂 

4 豫(ｺｸｮ馮ｸﾇh柯,ﾉ(hｭHﾊ侈ﾘ+Y┫�10月4日(月) -10月25日 囘ﾉ(h�8ｬ(ｺｹ�(ｶ8橙�磯ik�ｼsｨｬ(ｺｹ�ﾘﾟH擺��6 ���4 ���1 ���6 迭�0 ���0 ���1 �#b�第3粂 

5 豫(ｺｹ]ｹ�8��~�,ﾈﾉ�:(ﾙﾈ��緯r��10月4日(月) ～10月25日(月) 囘ﾉ(h�8ｬ(ｺｹ�(ｶ8橙�磯ik�ｼsｨｬ(ｺｹ�ﾙ�ﾈ擺��13 ���4 ��ｲ�4 釘�13 ����3 ���0 ���0 田r�貸3粂 

6 宙嵎���ﾈﾊ�]ｸ支ｮ�8�_ｹ�｢�����11月10日(水) ～11月30El(火) 兢ｸ支擺�3 ���0 �2�0 ���3 �2�0 ���0 韮�0 ����第3粂 

7 儖ﾈ+X*(-ﾈ+�,8*ﾘ.��I��,ﾈ+ﾘ-�,ﾈ��~��ﾈ��,ﾈﾙﾈ���緯r��12月1日(水) ～12月20日(月) 儖ﾈ峪�I��ｲ�18 ����4 �2�1 ���17 ��"�3 �"�0 ���0 田��第3灸 

8 ��ﾈﾊ�ｻ8孜�I��7h8�92緯r��12月10日(金)～ 平成17年1月7日(金) ��ﾈﾊ�ｻ8支ｮ�h擺�2 ���D �"�0 ���2 �"�0 ���0 ���0 釘�第3粂 

9 丶���ﾈ�9j��9�ﾙ'Xﾉ�:"緯r��12月13日(月) -1月7日(金) 兌h峇霽ﾈ��ﾙ�ﾝｸ擺�0 ���0 ���0 韮�0 ���0 ���0 ���0 ���第9粂 

■10 倡�,x.�<x��ｨ�:��I�佗h枌��h沓��1月18日(火) -2月7El(月) 倡�,x.�<x��ｨ�:��I�佗h枴�i�b��)X仞�磯ik�ｼsｩ:�*ﾉ�ﾘ��ｭ鋳�30 ���22 �2�5 ���30 �#"�2 澱�0 ���0 ���ｳ2�第3粂 

■11 倬��)�8孜�ﾈ辷��雕��I�俎9:霽h枌��騷���1月21日(金) ～2月10日(未) 倡�支,H辷�擺�20 ���9 唐�1 �"�20 ����0 �"�0 ���0 塔"�架3粂 

■12 从ﾈ�9zydﾉ(iV����Y&騫駅�馼ｼh7h8ﾘ7ﾈ�ｸ5X8ｸ馼ｼb��)^X�whﾘ����俛ﾈ���2月1日(火) ～2月20日(El) 舒�i+)�齏｢�20 ��B�3 �"�0 ����ｲ�20 ��r�2 ���0 ���0 �32�第9粂 

13 宙嵎�兌h嶌ﾇﾈ��5ｨ985��ｸｮ馮ｸﾇh枌緯r��2月8日(火) ～2月28白く月) 兌h嶌ﾇﾈ��鞁�ﾝｸ擺�5 ���0 �2�2 ���5 釘�1 ���0 ���0 �#r�第9粂 

14 倡y.握yyﾘ�)�y7�;�?ﾈ,亊h+x.倡y�｢�����3月29日(火) ～4月18日(月) 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｩ�鞜H��5 ���0 �2�2 ���5 迭�0 ���0 ���0 ��R�第9条 

合計 �� ��Cr�25 鼎��42 �#R�7 ��Cb�117 ��B�14 ���0 ���572 ��

※該当条項欄のr第3条｣は､パブリックコメント手続要綱第3粂により.パブリックコメント手続の実施を義務づけている計画･条例等.
｢第9条｣は.実施は義務づけられていないものの､広く市民等の意見を反映させるため､同要綱第9条に基づき担当課の判断によりパブリックコメント手続を行ったもの.

※N0.7では､意見提出者に匿名1人が含まれるため(その匿名者の意見も取り入れたため) ､意見提出者の内訳と-致しない｡

八尋奔叫)



20070523広報広聴課

平成17年度パブリックコメント手続
(1)概要

実施案件8件
○内容別　　計画案6件､条例案骨子2件
○該当条項別　第3条によるもの5件､

第9条によるもの3件

(2)一覧

レー&,-LY

NO �Hﾈ��募集期間 ��9h擺�意見提出者教及 劍-�/��_ｹd�%�犬�刪ﾓ見提出者の内訳単 劔�｢��ﾂ���8ｨ�/���ﾈ��B�%�犬��8鋳�該当条項 

郵便 �7H4�4��5��メール 倬ﾘ���その 他 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納税義 務者 凉�9亊b�ﾅx�"�

1 �&ｨ�ｺI:��枴�(ｶ8檠9ｩ�ﾈ沓�10月8日く土)～ 10月27日(木) �&ｨ�ｺI:��枴�(ｶ8橙磯ik��ｼsｩ&ｨ�ｺI:��枴�I��ｲ��7 ���2 迭�0 ���7 �2�1 �2�0 ���0 �#"�第3条 

2 傲�N�)]ｸﾎﾈｭhﾅx��~�ﾊ�+ﾈ+X沓�11月3日(舵)～ 11月22日(火) ��hｨ��饑�5ｨ985��ｸ*ﾘ.x+X*�/��10 ���1 ���8 ���10 途�0 �2�0 ���0 �#��第3条 

3 宙嵎�兌h嶌ﾇﾈ���Xｻｸ��~�ﾙﾈ��沓�12月7日(水)～ 12月26日(月) 宙ｮｨ�囘ﾉ(h�9[h嶌ﾇﾈ���Xｻｸ���~�ﾟI.�ﾉ:(檍ｶ2磯ik�ｼsｹ[h峇�ﾇﾈ��鞁�ｵ�擺��4 ���1 ���2 ���4 �"�1 ���0 ���0 �#r�第3条 

4 俘)~竟)]ｸﾉ)Y�8ﾇh枌陞靜ﾉ]ｸﾊ�hｼhﾇh枌��c2�ｯ｢忠�h沓��12月22El(木)～平成 18年1月12El(木) �韃ﾙ]ｸﾊ�hｼh戊�8効醜橙����k�ｼsｸ櫁ﾎﾉ�ｩ&ｸ擺��5 �"�1 ���2 ���5 ���3 ���0 ���0 田��第3条 

5 ��h蓼鵁��･��)+xｯｨﾇh枌��h沓��12月21El(水)～平成 18年1月13日(金) �����Y�8擺�0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���第3条 

6 ��Y�X+(-ﾙtﾉ{�ｸ,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ�平成18年1月4日(水) -1月24日(火) 侏榎ｩ�I��ｲ�2 ���0 �"�0 ���2 �"�0 ���0 ���0 �"�第9条 

7 佶(ﾔ�,h.h,�*�#�(hｭIUﾘ廂_�ﾙ���宛���平成18年2月10日 (金)～3月2日(木) 佶(ﾔ�,8*ﾘ.��I��ｲ�20 �"�4 �2�ll ���20 釘�5 ����0 ���1 �3��第9条 

8 �8ﾘ�)�I&霎hﾏ�,ｨ6�8ｨ4�7H8ｨ�ｸｮ馮ｸﾕﾉ�｢�B��平成18年2月24日 (金)～3月10日(金) �7冦�ｩ�Y;佶ｩ�ﾘ擺�7 ���3 �"�1 ���7 途�0 ���0 ���0 ��"�第9条 

合計 �� 鉄R�5 ��"�14 �#B�0 鉄R�26 ����18 ���0 ���198 ��

[注]該当条項欄の｢第3粂Jは､パブリックコメント手続要綱第3条により､パブリックコメント手続の実施を義務づけている計酔条例等であることを示しています｡
同じく｢第9条｣は･実施は義務づけられていないものの､広く市民等の意見を反映させるため､同要綱第9条に基づき埴当課の判断によりパブリックコメント手続を行ったものです｡



20070523広報広聴課

平成18年度パブリックコメント手続
(1)概要

実施案件1 1件
0内容別　　計画案8件､条例案骨子3件
○該当条項別　第3条によるもの9件､

第9条によるもの2件

(2)一覧

)_:Tとノ

NO �Hﾈ��募集期間 ��ｹ9h擺�意見提ttI 剋ﾒ数及 �-�/�GD��方法単位 刪ﾓ見提出者の内訳単 劔�ｨ*ﾙ�ﾂ���8ﾘ�/���ﾈ��B�%�犬�以��該当条項 

郵便 �7H4�4��5��メール 倬ﾘ���その 也 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納税義 務者 凉挨�ｭb�ﾅx�"�

1 宙嵎�俾俾�ｮ馮ｸ��~�ﾙﾈ��沓�7月5日(水)～ 7月24日(月) 舒�i+)�齏｢�13 ���1 途�4 ���13 ��2�0 ���0 ���D 涛b�第3条 

2 佰�,ｨ6�8ｨ4�7H8ｨ�ｸｮ馮ｸﾕﾉ�｢悦鋳�7月10日く月)～ 7月31日(月) �7冦�ｩ�Y;佶ｩ�ﾘ擺�1 ���0 ���0 ���1 ���0 ���0 ���0 白�第3条 

3 囘ﾉ(h�8ﾙ�j�ｸﾎﾈﾇh枌挨H沓��10月24日(火)～ 11月13日(月) 舒ｸｴ�ｬyyﾘ��1 ���0 ��ｲ�0 ���1 ����ｲ�0 ���0 ���D 迭�第3条 

4 偖ｩ��&陋ｨ�,ﾉvY��hｬ刎��ｹ'X,僵ｨ*I&餉Ylｨ,ﾉ�ﾒ�.雲ｹd�,�,(*(,H,ﾈ��~�淤�8沓�12月1日(金)～ 12月22日(金) ��(ﾛ�ｲ�0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���第3条 

5 佶(ﾔ餾�85H�ｸ7(5�,佛x.仞ｨ�顏謁ﾘ,ﾉ�y7ｉx鋳�12月6日(水)- 12月25日(月) �&闔iY�8擺�2 ���0 �"�0 ���2 �"�0 ���0 韮�0 釘�第9条 

6 �ｩLｩG�ｯﾉZ引謁ﾘｮ馮ｸﾇh柯,h+(-ﾘﾋ榎ｨﾇh柯,ﾈﾊ�+ﾂ�+X沓�平成19年1月4日 (木)-1月24日 (水) 侏榎ｩ�I��ｲ�2 ���1 白�0 ���2 �"�0 ���0 ���0 湯�第3条 

7 宙嵎�俾俾�ｮ馮ｸ��~�沓�平成19年1月5日 (金)-1月24日 (木) 舒�i+)�齏｢�15 ���2 �2�2 唐�15 ��B�1 ���0 ���0 鼎��第3条 

8 ��h耳ｯｨ��･�Y�8ﾇh柯沓�2月5日く月)～ 2月26日(月) ���･�Y�8擺�2 ���0 ���0 ���2 �"�0 ���0 ���0 �2�第3条 

9 �&闔iY�8ﾇh柯,ﾉ(hｭHﾊ�+ﾈ+X沓�2月7日(水)～ 2月26日(月) �&闔iY�8擺�4 ���1 ���3 ���4 釘�0 ���0 ���0 釘�第3条 

10 �(ﾉ(.(*��X��#�,h.h,�*���dﾉ(h�9^ｨ��]ｸﾉ(ﾇh枌�uZ9(hｭIUﾘ廂_�ﾙ���沓�2月26El(月)～ 3月19日(月) 佶(ﾔ�,8*ﾘ.��I��ｲ�8 ���4 �"�I ���8 �2�3 �"�0 韮�0 ��"�第3条 

ll ��Y;几���y7�,ﾈ*�.雲ｸ,亊h+x.�9ｩ�ﾈ沓�3月15日(木)～4月 3日(火) ��Y;仂xﾆ�8ｮ�h擺�3 ���0 �2�0 ���3 �"�0 ���0 ���D �2�第9条 

合計 �� 鉄��3 湯�21 ���韮�8 鉄��44 釘�2 ���1 ���177 ��

[注1]該当条項欄のr第3粂｣は･パブリックコメント手続要綱第3条により､パブリックコメント手続の実施を義務づけている計酔条例等であることを示しています｡
同じくr釦条｣は･実施は義務づけられていないものの･広く市民等の意見を反映させるため､同要綱第9条に基づき担当課の判断によりパブリックコメント手続を行ったものです｡



平成19年度パブリックコメント手続
(1)概要

実施案件1 6件
○内容別　　計画案1 2件､条例案骨子3件､その他1件､
0該当条項劇　第3条によるもの13件､

第9条によるもの3件

(2)-質

2:6-3b

NO �Hﾈ��募集期間 �%99h擺�意見提出者数及び提出方法単位(人) 劔刪ﾓ見提出者の内訳単位(人) 劔劍�8ｨ�/���ﾈ��B�%�犬�以��該当条項 【注1] 

郵便 �7H4�4��5��メール 倬ﾘ���その 他 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納税義 務者 凉挨�ｭb�ﾅx�"�

1 ��c(鴿dﾉ(h�8�饑�嶌4�4�5h8x987h8�92�7月5日(木)～ 7月25日(水) ��饑��ﾘﾟH��7 ���0 途�0 ���7 �2�0 �2�0 ���1 ��R�第3条 

2 ��b馘ﾉ(h�8ﾗ8ﾞ��ﾘ淙ｧi�Xﾖ｢�����7月11日(水)～ 7月30日(月) 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｩ�鞜H��7 ���1 澱�0 ���7 �"�5 ���0 ���0 �32�第3条 

3 囘ﾉ(h�9&雕X孳&x峪f育��I��&闔hﾇh枌�B��9月7日(金)～ 9月26日(水) 豫(ｺｹ�ﾘﾟH��5 ���1 �2�0 ���5 釘�0 ���0 ���0 ��B�第3条 

4 囘ﾉ(h�8ﾆ豫�h枌��h沓��9月14日(金)～ 10月5日(金) 豫(ｺｹ�ﾘﾟH��6 ���2 �2�1 ���6 迭�0 ���0 ���0 ����第3条 

5 �)�yz(6ｨ8X�ｸ5�4X98ﾜI�h轌�｢悦著-h,ﾈ�8ﾊ竸X�2�ｹ(ﾓ(�｢�9月12日(水)～ 10月11日(木) ��yz(6ｨ8X�ｸ5�4X98ﾜI�i�I��ｲ�ll 辻�- 辻�- 辻�ll 辻�- 辻�- 辻�- ����第3条 

6 倡9j�8ｩUｹ�y7�,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ悦鋳�10月24日(水)～ 11月12日(月) 舒�i+)�齏｢�4 ���1 ���2 ���4 �"�0 �"�0 ���0 免ﾂ�第3条 

7 囘ﾉ(h�9&ｨ�ｺI:��柯ﾇh柯,ﾉ(hｭHﾊ�+ﾈ+R��h沓��11月9日(金)～ 11月29日(木) �&ｨ�ｺI:��枴�I��ｲ�5 ���1 �2�1 ���5 �2�1 ���0 ���0 �#��第3条 

8 宙嵎���hｧxﾕｨｸｹ��5ｨ985��ｸｮ馮ｸﾕﾉ�｢��h沓��12月6日(木)～ 12月25日(火) 乂xﾕｨｸｹ�磯ik���52 ���2 �#r�22 ���52 鼎��1 迭�5 ���0 ���R�第9条 

9 倡9j�8ｩUｸ,ﾈ��邵,亊h+x.偃���9�/�.�-�.���~�沓�,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ�12月6日(木)～ 12月25日(火) 舒�i+)�齏｢�2 ���0 ���2 ���2 ���0 �"�0 ���0 釘�第3条 

10 宙嵎��8ﾊ佰i^X詹����~�粂,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ�12月6日(木)～ 12月25日(火) 儘ﾉ_�ﾔﾉ*陜ｲ�D ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���第3条 

ll ��ﾈﾊ�ﾗ9�ﾘｮ馮ｹ_ｹ�ｨ沓�12月6日(木)～ 12月25日(火) ��ﾈﾊ�ｮ�h擺�1 ���0 ���0 ���1 ���0 ���0 ���0 ���第3条 

12 ���y�I�佗h枌悦鋳�1月10日(木)～ 1月30日(水) 佶(ﾔ�,8*ﾘ.��I��ｲ�9 ���0 �"�7 ���9 湯�0 ���0 ���0 ����第3条 

13 ����ｸ淙�9�9�佗h枌�1月10日(木)～ 1月30日(水) 佶ｩ'ｩ�(ﾛ�ｲ�0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���第3条 

14 舒ｸｴ�ｬyyﾙ�陌饑ｹ�ｨ淤�8沓�1月11日(金)～ 1月30日(水) 舒ｸｴ�ｬyyﾘ��3 ���0 �"�1 ���3 ���1 ���0 ���0 唐�第9条 

15 兌h嶌ﾇﾈ���Xｻｸｮ馮ｹ_ｹ�｢�9ｩ�ﾈ沓��2月7日(木)～ 2月26日(火) 兌h嶌ﾇﾈ��ﾈﾙ�ﾝｸ擺�2 ���0 �"�0 ���2 ���0 ���0 ���0 �2�第3条 

16 佶ｩ'ｨｮ顏�d��cC8��+ﾘ+�+X��ｹh�(竧宜ｮ顏�,ﾈ淤�2�x��3月6日(木)～ 3月25日(火) 佶ｩ'ｩ�(ﾛ�ｲ�0 ���D ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���第9条 

合計 �� ���B�2 唐�57 �3b�0 ���B�72 唐�17 迭�0 ���279 ��

[注1]該当条項欄のr第3条｣は､パブリックコメント手続要綱第3条により.パブリックコメント手続の実施を義務づけている計酔条例等であることを示しています○ 同じくr第9条｣は.実施は義務づけられていないものの､広く市民等の意見を反映させるため､同要綱第9条に基づき担当課の判断によりパブリックコメント手続を行ったものです○ 

[注2コ｢千里ニュータウン再生指針(案)への意見募集｣は･ r千里ニュータウン再生連絡協議会｣を構成する大阪府.豊中市他4者の共同で行ったため.提出方法及び意見提出者の内訳は､収集できず｡



平成20年度パブリックコメント手続
( 1-)概要L tl~ - -~L -~~~~- t~ーtL-rLL一一~- L一一~~J~一一L一一日-

実施案件13件
0内容別　　計画案1 1件､条例案骨子2件
O該当条項別　第3条によるもの10件､第9条によるもの3件

2-6-･J7

NO �Hﾈ��募集期間 ��9h擺�吉見提ttI者教及び提出方法単位 ′ヽ 劔刪ﾓ見提出者の内訳単位(人) 劔劍�8ﾘ�/���ﾈ��B�%�犬�以��該当条項 

郵便 �7H4�4��5��メール 倬ﾘ���その 他 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納税義 一潜者 凉飲�ｭb�ﾅx�"�

1 竸�;弌ﾉ|x��邵ﾇh枌�平成20年6月10日 ～6月30日 �7冦浦I;刋伊ｩ�ﾘ擺�2 �� �"� ��2 �"� �� �� �"�第0条 

~2 佻冽�頡�┴邵ﾟI�I��7h8�92旭馮ｹ_ｸﾏﾂ辻�平成20年5月20日 ～6月9日 倡9j��hｨ浦Hⅸﾔ延ｩ�ﾘ擺�5 ��2 �2� ��5 釘�1 �� �� 唐�第3轟~ 

3 俑�ﾎ8,ﾈ+(-ﾙZｩ¥ｨ��,ﾈｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ�平成20年7月48 -7月23日 豫(ｺｹYHﾋ榎ｩ�I��ｲ�29 途�12 唐�2 ��29 �#r� �"� �� ���"�第3条 

4 宙嵎�弍�Xﾘ,�.h.�-ﾈ+�,8*ﾘ.�陂x��~�悦著,亊h+x.��ｮ馮ｹ4�,椅ﾈ*i_ｲ�平成20年10月10日 ～ー0月29日 ��ﾘﾉ8ｮ�iYH5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH��3 �� ���2 ��3 �"� ��� �� 迭�第3条 

5 宙嵎��,h.h,�*��Yj)x易ﾉ�｢�平成20年11月20日 ～12月9日 ��8岔�Y;仂xﾊ��8ｮ�h擺�2 ��� �� ���2 �"� �� �� �3R�第3条 

6 宙嵎��8ﾊ佰i^X詹����~�粂,�,(*(,H,ﾈｮ馮ｹ4�,��ﾖﾈ*i_ｲ�平成20年11月25日 -12月15日 ��ﾙk�YHﾔﾉ_�ﾔﾉ*陜ｲ�1 ��� �� ��1 ��� �� �� �2�第3条 

7 俘)~竟)]ｸﾉ)Y�8ﾇh枌陞��ﾙ]ｸﾊ�hｼhﾇh枌��cB�ｯ｢��h沓�平成20年12月25日 ～平成21年1月15 日 佶(ﾔ餾�9YHﾘ)~陞靜ﾈ擺�2 ��� ��1 ��2 ��2 �� �� �3B�第3粂 

8 ��c(ｯｩ&闔iY�8ﾇh枌�平成21年1月9日 ～1月29日 佶(ﾔ餾�9YI&闔iY�8擺�1 ��� �� ��1 ��� �� �� 售B�第3条 

9 ��c(ｯｩdﾉ(h�8��駟Y�8ﾇh柯沓�平成21年2月28 -2月23日 佶(ﾔ餾�9YH��･�Y�8擺�6 �� 釘�2 ��6 迭�1 �� �� �#b�第3条 

10 宙嵎��5(7�8X6ｨ6X4(ｮ馮ｹ_ｹ�｢悦鋳�平成21年2月20日 ～3月11日 ��ﾘﾟHｮ�iYH5(7�8X6ｨ6X4)�ﾘﾟH��18 ���5 �2�2 途�18 ��r�1 �� �� 鼎B�第3粂 

ll 宙嵎�囘ﾉ(h�9�hｧxﾕｨｸｹ��5ｨ985��ｸｮ馮ｸﾇh枌�平成21年3月2日 -3月23日 仆8孜�ﾙk��ｧxﾕｨｸｹ��ｲ�50 ��30 ��r�3 ��50 �32� ��r� �� ��s��第9条 

12 倡9tﾈ郢�ﾘ,ﾉtﾈﾏ葵駅�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈｮ馮ｹ_ｹ�｢�平成21年3月38 -3月23日 ��ﾘﾟHｮ�iYHｮ�i+)�齏｢�3 �� �"�1 ��3 �"� ��� �� 唐�第3条 

13 ��b韈y.握yyﾘ�)�y7�;�?ﾈ,亊h+x.倡y�｢�平成21年3月5日 -3月25日 俎8ﾞ��ﾘﾜHﾉｩ�鞜H��0 �� �� ��0 �� �� �� ���#9* 

合計 �� ��#"�12 鼎��40 ��2�8 ��#"�96 迭�21 ���0 ���449 ��

[注l ]該当条項欄のr第3粂｣は･パブリックコメント手続要綱第3条により･パブリックコメント手続の実施を義務づけている計酔条例等であることを示していますo
同じくr第9粂Jは･実施は義務づけられていないものの･広く市民等の意見を反映させるため･同要綱釦条に基づき櫨当課の判断によりパブリックコメント手続を行ったものです｡



平成2 1年度豊中市意見公募手続に関する条例の運用状況について

(1 )実施状況概要

実施案件　9　件

○内容別　　計画案7件､条例案(骨子)1件､審査基準等案1件
○該当条項別　第4条　9件､第11条　o件

(2)意見公募手続を実施したもの一覧

2-㌣･35

NO �Hﾈ��募集期間 ��ｹ9h擺�意見提出者数と提出方法(人) 劔刪ﾓ見提出者の内訳(人) 劔劍�8ｨ�/���ﾈ��B�以��該当 条項 

郵便 �7H4��4�5��メー ル 倬ﾘ���その 他 ��市民 囘��ﾂ�在勤 俤ﾘｧr�納税 義務 者 凉�9��ｭhﾅr��"�

1 囘ﾉ(h�9_ｨ攤ﾎ8��,x.�7h8�92����沓��10月2日(金)-23日(金) �&闔hｻ8孜�Xｻｸ擺�2 �� ��2 ��2 �"� �� �� �"�第4条 

2 佶ｩ'ｨｮ顏�d��cS(���c�Hﾘ��c��ﾘhｹh�(竧宜ｮ顏��B��11月4日(水)～25日(水) 佶ｩ'ｩ�(ﾛ�ｲ�0 �� �� ��0 �� �� �� ���第4条 

3 囘ﾉ(h�9&闔hﾏhｺHﾏ�,ｩ�ﾘﾘy��ﾆr�ﾇh枌�B��11月20日(金)～ 12月17日(木) 豫(ｺｹ�ﾘﾟH���&雕Xｬ(ｺｸ6��ｸ8���3 �� �2� ��3 �2� �� �� 唐�第4条 

4 囘ﾉ(h�8懆ﾝ�uﾉf���~�淤�2�B��12月1日(火)-21日(月) 傲�f曳ｹYIuﾉf�ｲ�0 �� �� ��0 �� �� �� ���第4条 

5 �(+�,x.�j)x�7h8�92�,h.h,�*�8ﾎ2�ｯｨﾇh枌��h沓��12月7日(月)～28日 (月) 倡�支,H辷�擺�5 ��2 �2� ��5 釘�1 �� �� ��R�第4条 

6 ��hﾅ�48987H8ｸ4x985Y�鞜Hﾗ9:��ﾇh枌��h沓��12月28日(月)～1月18日 (月) 佶(ﾔ韈�x��9 ���4 ���3 ��9 迭�4 �� �� ��b�第4条 

7 囘ﾉ(h�8ｻ8孜�Xｻｸﾇh枌依H沓��1月27日(水)-2月16日 (火) 舒�i�ﾘﾟH��30 ��6 �#"�2 ��30 ����2 湯� �� 塔��第4条 

8 ��c(鴿dﾉ(h�9;刋��餔Xﾇh枌������3月1日(月)～23日(火) �;刋伊ｩ�ﾘ擺�2 ��1 ��� ��2 �"� �� �� �2�第4条 

9 囘ﾉ(h�9&闔if胃�ﾇh枌咽9�8沓��3月10日(水)～31日(水) 舒ｸｴ�ｬyyﾘ��0 �� �� ��0 �� �� �� ���第4条 

合計 �� 鉄��1 ��2�30 途�0 鉄��35 途�9 ���0 ���132 ��

※]該当条項欄の｢第4条｣は､豊中市意見公募手続に関する条例により､意見公募手続の実施を義務づけている計画･条例等であることを示す｡
｢第11条｣は､広く市民等の意見を反映させるため､同条例第1 1条に基づき実施機関の判断により意見公募手続を行ったもの｡



(3)第4条第4項各号に該当することにより意見公募手続を実施しなかったもの

計画等名 佰iWｩ9�,ﾈ鳧ｯ｢�過当課 丼�9h��ﾘ��

1 佶ｩ'ｨｮ顏�d��cC8��+ﾘ+�+X��ｹh�(竧宜ｮ顏��平成21年5月 佶ｩ'ｩ�(ﾛ�ｲ�第4条第4項第6号 

2 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh柯刮Z引謁ﾘ�ｨ,ﾉ¥���平成21年度告示な し �78�8ﾇh柯擺�第4条第4項第4号 

3 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh柯+(-ﾘ鵫ｷ��ｨ,ﾉ¥���平成21年度告示な し �78�8ﾇh柯擺�第4条第4項第4号 

4 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh枴�h蝎|ﾙ&�&霎h,ﾉ¥���平成21年12月 �78�8ﾇh柯擺�第4条第4項第4号 

5 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh枴&霎hﾇh枴|�&�&霎i&霎hﾇh柯,ﾉ¥���平成21年11月 �78�8ﾇh柯擺�第4粂第4項第4号 

6 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh枴�i�yz)�ﾉ*ﾄVfﾉ&�&霎i&霎hﾇh柯,ﾈﾈ�.��平成22年2月 �78�8ﾇh柯擺�第4条第4項第4号 

7 冉ｹYI�Xﾞ978�8ﾇh柯晳с))ｩmｩ&霎i&霎hﾇh柯,ﾈﾈ�.��平成22年2月 �78�8ﾇh柯擺�第4条第4項第4号 

2:㍗)?
(参考)意見公募手続に関する条例第4粂

第4項次の各号のいずれかに該当するときは,第1項の規定は,適用しない｡

(1)公益上緊急に計画等を定める必要があるため,意見公募手続を実施することが困難であるとき｡

(2)他の実施機関が意見公募手続を実施して定めた計画等と実質的に同-の計画等を定めようとするときo

(3)国若しくは大阪府の政策又は他の法令等の規定により意見公募手続及び第9粂第1項に規定する手続に準じた手続(次号において｢意見公募手続等に準じた手続｣というb )

を実施して定めたものと実質的に同一の内容を定める必要があるとき.

(4)他の法令等の規定により意見公募手続等に準じた手続を実施することとされている計画等を定めようとするとき｡

(5)計画等を定める根拠となる法令等の規定の削除に伴い当然必要とされる当該計画等の廃止をしようとするとき｡

(4)第5条第2項に該当することにより意見公募手続を実施しなかったもの 0件

(参考)意見公募手続に関する条例第5条

第2項実施機関は,地方自治法第138条の4第3項の規定に基づき設置した附属機関及びこれに準ずる機関(以下｢審議会等｣という｡ )の議を経て計画等を定めようとする場合において,

当該審議会等が意見公募手続に準じた手続を実施したときは,前条第1項の規定にかかわらず,自ら意見公募手続を実施することを要しないo

(5)その他の実施状況(クリーンランド実施分)

･新ごみ焼却施設整備について1月12日～2月I El実施(クリ-ンランド新炉建設課)



制度名･施策名

法律相訊く一般法律　交通事故)

開始年度
一般:昭和37年度(1962)

交通事故:昭和42年度(1967)

匹⊂軍

市民の身近な相談窓口として､相談者の相談内容の整理や問題解
決に向けた情報提供などを行う｡

相談.!●'± 

一般法律 佰�,ｨ馼ﾌﾂ�合計 

平成21年度 ��ﾃs�"�228 �"ﾃ�#��

平成20年度 �"ﾃ3C��205 �"ﾃSS2�

平成19年度 �"ﾃ3c"�234 �"ﾃS澱�

*平成1昨度から隔月1回の特設相談(平成21年度からEl曜法律相釈摘月英

施)に名称変更)を東施し,一般絵律の件数に含んでいる｡
*交通事故相談臥平成17年度からEl弁適の主催に移行｡

予算額 劍ﾈ亥ｨｧｨﾛx処�2�

6,993,00 劍励rﾃ3s�ﾃ���苓�#3sづ���冷�

2■ 剴�D�7りﾈ亥ｩ>�vR�

<内訳> 剪�

予算額l決算額l差引残 

相訳褒託料 剴b纉�2ﾃ���礼Crﾃ3s�ﾃ���玲ﾈ�#3sづ���冷�

垂死料⑳30,000円X234人 <参考> _jB嵐に応激安畳鼻麹± 1回爽施し,210件( 日に来庁できない方a 掛ま20分間)に設定○ 劍���ﾃ�X�srﾃ3s�ﾃ���冷�藝y�ﾄT�)�ﾈ,ﾉ]��ｹ7��ｹ?ｩvｩg)zY�ｨ藕,�,(*(,H栞ﾘﾈﾈ��7嬰ﾙ&ｨ贓�C3i�ﾂ��X*ｨⅸ*G�+钁W膰%�Oｩd�zXﾅh�(,ﾚ'饉ﾓ��

ために日曜日に爽施し､相脚寺岡も30分(平EIの一般相 

開設状't � 兢刔�贓�B�開設日数 �H-y]��饅x贓�B�

一般 冑員JI�R��曜日 �)�ﾂ�99日 ��悼�ﾂ�

日曜 冑以粨自�cB�曜日 �9�ﾂ�ー2E1 �3i�ﾂ�

合計 � 佑������#3I�ﾂ�



制度名･施策名

専門相敵 

予算額 佇亥ｨｧ｢�差引残 

651,000円 鉄�"ﾃsS�冷�68,250円 

21年度決算内容 

<内訳> 

l 冰ﾈ螽ｧ｢�決算頗 俚x処�6ﾂ�

座談委託料 田S�ﾃ���冷�582,750円 田づ#S��"�

(相談委託料@5,250×111人=582,750円) 

種板 丶ｨ跌D�7��

司法書士相款 兌ﾙ�ﾃ吋�7��

行政書士相談 兌ﾙ�ﾃ�ID�7��

行政相談 傴ｩ��3yD�7��

税理士相談 兌ﾙ�ﾃ�yD�7��

土地家屋調査士相談 兌ﾙ�ﾃ�yD�7��

不動産鑑定士相談 兌ﾙ�ﾃ�yD�7��

宅地建物吸引主任者相談 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��

マンション問題相談 兌ﾙ�ﾃ�吋�7��

『温 号E)常生活の中で抱えるさまざまな問題を解決するため､各

分野の専門家による身近な相談の場を提供する｡

竃乳民

相談室規則

監藍亘鎚困 ��

種頬 ��実施日 劔�ｨ煇蹴�

司法書士相談 ��毎週月曜日 劍譎d���贅�

行政書士相談 ��毎月第1.第3木曜日 劍ﾗ9�ﾘ��贅�

行政相談 ��毎月第2-第4火曜日(市民相 談室) 毎月第1火曜日(新千里出張 所) 毎月第3火曜EI(庄内出張所) 劍ﾗ9�ﾙ�ｩ&ｸ効蹴�

税理士柵執 ��毎週月曜日 劔�Yyﾘ贅�

土地家屋調査士相談 ��毎月第2木曜日 劔7�&陷h夐+(ﾛ域ﾒ�

不動産鑑定士相談 ��毎月第4木曜日 劔W9:韃亊9.域ﾒ�

宅地建物取引主任者相ヨガ ��毎月第1金曜日 劔��&靄ｩZ稲h処甁�D8�"�

マンション問題相談 ��毎月第2金曜日 剩�����ﾈ5h9B�488ｲ�7h8ﾘ6ﾈ6"�6xｭi�ﾂ�

@ 宙ﾈ��

II21年度 買#�D�7��1119年度 凾ｱとに伴い, 

税務相談 ��- 辻�80 

司接書士相談 ��239 �#3b�257 

行政書士相談 ��64 田b�85 

行政相談 ��69 田��59 

税理士相談 ��191 ��3��99 

土地家屋調査士相談 ��40 鼎��47 

不動産鑑定士相談 ��34 �#"�35 

宅地建物取引主任者相ri ��40 �3b�41 

マンション問題相談 ��31 �#��42 

合計 ��708 田���745 

<参考> ･税務相敬重豊能53 �-�/�9ﾘﾘx+Rﾉ6I�)�ｩ&ｸ*ｨ､ｩ�ﾘ+8.ｨ+ﾒ�

税務相談川粥口48開始)は平成19年度で終了○ 
･平成21年度から, 从iyﾘ贓�ｩ&ｸ/�h員Hﾈ騅ｩ?ｨ,們�邵�ｲ�

(司法書士相談は ��c�ﾓHﾈ騅ｩ?ｨ��邵/��cXﾈ騅ｩ?ｨ.���邊��



制度名･施策名

生　括　相　談　業　務

開始年度:昭和37年度(1962)

差　引　残予　算　額

138,000円

決　算　額

115,765円 22,235円

21年　度　決　算　内　容

<主な内訳> 
予算額 佇胃�(B�差弓 俶2�

消耗品費 ���づ���冷�115,765円 �"�235■円 

通信運搬費 �$Bﾃ���冷�0円 �#�ﾃ���冷�

四二晦l

市民の身近な相談窓口として､相談者の相談内容の整理や問題解
決に向けた情報提供などを行う｡

[墾嘩匪釘

豊中市民相敬重規則

葺-･碓雨笠1

①対　象:豊中市民
②内　容:日常生暗に起因するさまざまな問題のうち,専門相畝

に至らないものについて､職員､再任用職員及び嘱託
職員が相敵に応じる｡

生活相談 冏)zY�ｩo8,倩ｨ.x,��*(ﾏ�,ｨ馼ﾌﾉ�ｩ&ｲ�合計 

平成21年度 �"ﾇ#���30 �"ﾃ#���

平成20年度 �"ﾃ3CR�1_7 �"ﾃ3c"�

平成19年度 �"ﾃ�sr�38 �"ﾃ#�R�



たな卸しシート
平成22年(2010年)10月31日(日)ll:05-12:25第2会場 

施策名:行政情報の提供.公開の推進 �6X�ｸ7ﾓｨ�9j����韃�柯,ﾈﾚ�ﾎ8,ﾈ*�.雲ｲ�

新たな市民参加.参画の推進 忠�(ｶ8檠9��X,ﾈ�9j�i^X,ﾉ�I�鋳�

担当課(室):行財政再建対策室 �%99h�#ｩ+ﾉ�ﾂ�

1.施策の展開に向けた戦略について

(1)施策の使命 

①市民自治を促進するとともに,②市民と行政の関係をよりよいものとし,最も住みやすい環境 

を作っていくo 

(2)施策の使命を達成するための現在の資源配分の考え方 

(3)テーマと施策との関係 

審議会等委員の市民公募の推進は,新たな市民参加.参画を進めるうえでの重要な柱と位置づけ 

られる○ 

2.テーマについての現状

(1)現状(取組内容) 

｢審議会等委員の選任に関する指針｣をもとに運用している. 

(2)問題点.課題 

･各審議会等において市民公募を行っているが､総じて応募者多数とはいえないo 

･市民公募委員の意見が有機的に活かされているのか､これまでの総括が必要○ 

(3)テーマにかかわる構成事業等に関する他部局､他セクターの類似事業 

(4)他自治体での取組状況 

･市内在住の18歳以上を無作為で1,000人抽出し,委員候補者として登録(三鷹市) 

･地区の地域経営会議員や包括協定を結ぶ大学の学生などから市民評価員を選出(藤沢市) 

3.今後の施策展開の考え方(～平成25年度当初まで)

(1)テーマについての3年後(平成25年度当初)のあるべき姿 

地域自治システムなど新たな市民自治システムの構築が取り組まれており､審議会等の市民公募 

についても､新たな時代に即したあり方が確立されている必要がある 

(2)(1)のあるべき姿に向けた今後3年間の取組(具体的,簡潔に) 

｢審議会等委員の選任に関する指針｣の見直し 

(3)2-(2)の問題点.課題の解決の方法 

(丑市民公募における選考手法の見直し､(参市民討議集会のしくみづくり､③審議会等への市民の 

関心を拡大する手立て 

(4)2-(3)にかかる事業整理の考え方(他部局や他セクターとの連携等も含めて) 

_I)一己一一一･ Yl,,



審議会等委員の選任に関する指針

1.日的

この指針は､市民の市政-の参加を促進するとともに､会議運営の透明性｡公平性の向上を

図るため､審議会等委員-の市民公募をはじめ､男女構成比率､重複選任･長期在任の制限な

どを基準として設け､もって開かれた市政の推進と市民の市政-の信頼の確保に寄与すること

を目的とする｡

2.指針の対象

この指針の対象とする審議会等は､次のとおりとする｡

①市民､学識経験者等で構成され､市の事務について審議､審査又は調査等(以下｢審議

等｣という)を行うため地方自治法第138条の4第3項の規定に基づき､市長その他

の執行機関に設置された附属機関

②規則･要綱等により市長その他の執行機関に設置された附属機関に準ずる機関

3.選任の基準

審議会等の委員の選任に際しては､原則として下記にしたがい行うものとする｡

ただし､下記のそれぞれについて､法令もしくは大阪府条例又は規則に特段の定めがある

ときはこの限りではない｡

く1)委員数

審議会等の委員数の上限は2 0人とする｡

ただし､審議等の内容及び対象が膨大かつ多量であるため､分科会を設ける場合にあっ

ては､ -の分科会に属する委員の上限を20人とする｡

(2)重複選任の制限

既に他の審議会等に所属している者を委員に選任するときは､当該選任によりその者が

所属することとなる審議会等の数が4を超えないようにしなければならない｡

ただし､学識経験者等で他に適当な人材が見あたらないとき､または､関係機関並びに

関係団体に対し推薦を依頼し選任された委員については､この限りではない｡

ユー6-4-/



(3)選任回数･在任期間

委員の選任回数は2期を超えないものとし､かつ在任期間は1 0年を超えないものとす

る｡

ただし､学識経験者等で他に適当な人材が見あたらないとき､または､関係機関並びに

関係団体に対し推薦を依頼し選任された委員については､この限りではないo

(4)女性委員の選任の推進

市政運営-の女性の参画を推進するため､別に定める規定に留意し女性委員の選任の拡

大に努めるものとする｡

(5)職員の選任除外

本市職員(市立幼稚園教諭及び市立豊中病院医療職員を除く)を審議会等委員に選任し

ないこと｡ただし､審議等の内容が市民サービスにかかる資格認定等である場合は､この

限りではないo

(6)あて職の制限

関係機関及び関係団体に対して委員の推薦を依頼するときは､推薦されるべき者の地位

を限定してはならない｡

く7)市民公募

審議等の内容が､非常に高い専門性を有しているもの並びに個人のプライバシーに関す

るものである場合等を除き､委員の選任に際しては､下記のとおり市民公募に努めるもの

とする｡

①委員数が1 0人以下の審議会等は､市民公募枠を1人以上確保する

②それ以外の審議会等は､市民公募枠を2人以上確保する

③市民公募の方法､応募資格などは､別に定める0

4.その他

(1)この指針は､平成14年4月1日から運用を開始するものとするo

(2)やむを得ない理由により､ 3･選任の基準に掲げる各項目の規定どおりの運用ができ

ない場合は､理由を明らかにすることによって次期改選から5年を限度として現在の

委員選任を継続することができるものとするo
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主な審議会等の市民公募状況について

.).I)-(. ･. '･fJ･:),

表齢----二一一一-.二.二-.一一---l �����*ｨ�����ﾇ$｣辻�lうち市民公等辱員鰍a)l .rJ濃 冲∃ヨ拙1 (A) 坪殄�ﾇ��ﾗEｧ$"�

病院運営審議会 湯�2 �8 釘���

総合計画審議会 �#"�2 僮O 迭���

J=下水道事業運営審議会 都R�2 �4 �"ﾃ��

保健底療審議会 砺"�2 �4 �"���

情報公開.個人情報保護運営辱員会 ��2�2 兮 �2���

健康福祉審議会 �#��3 �4 途�2�

消費生活審議会 唐�I �4 釘ﾃ��

市民公益活動推進重点金 都"�4 �75 �2繧�

廃棄物減量等推進審議会 都R�3 �5 途ﾃ��

瑠墳審議会 �#��4 �5 薄｢�

学校軟膏審議会 �#��2 �5 �"絣�

行財源改革推進市民会議日次寄集) 粕��3 �2�2 ��縒r�

7 白�I.0 行財政改革推進市民会議(2流等集) 

改革創造会議 都B�5 �38 途�+2�

参考数値:直近公募時のデータ


